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西内保育園

「ゲレンデ大好き！！」

下之条保育園

「おいしいお餅がつけたよ！」
　待ちに待ったおもちつきの日。エプロンをつけバンダナを巻
いて、さあ、始まりです。子ども用のきねを持ち、足を踏ん張っ
て「よいしょ！よいしょ！」。お餅がきねにくっついて引っ張ら
れることもありますが、負けじと頑張りました。お昼には、どの
子もおかわりをして、たくさん食べました。

　保育園の南側にある「ゲレンデ」は、急な坂道を一足、一足、
力を入れて登った所にあり、息をはずませて鬼ごっこをした
り、草花や虫を見つけたり、冬はそり遊びと四季折々の遊びが
展開され笑顔がいっぱい広がる大好きな場所です。ゲレンデ
で元気に遊ぶ西内の子どもたちは、いつもパワー全開！！

···························

アクセスはこちらから　→　www.city.ueda.nagano.jp/

3月定例会は
2月25日㈪
開会です。

信濃国分寺八日堂縁日の蘇民将来符
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一
般
会
計
予
算
は
、
８
億

１
３
０
０
万
円
余
を
増
額
補

正
し
、
総
額

672
億
３
１
０
０

万
円
余
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
ほ
か
、
土
地
取
得
事
業
特

別
会
計
な
ど
４
件
の
特
別
会

計
及
び
産
婦
人
科
病
院
事
業

会
計
な
ど
５
件
の
企
業
会
計

の
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。
各
常
任
委
員
会
に
お

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
慎
重
に
審

査
さ
れ
、
本
会
議
に
お
い
て

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

一
般
会
計
の
主
な
補
正
内

容
は
、
土
地
取
得
事
業
特
別

会
計
で
購
入
し
た
本
庁
舎
駐

車
場
用
地
を
買
い
戻
し
、

来
庁
者
用
駐
車
場
と
し
て

整
備
す
る
庁
舎
整
備
事
業

（
１
７
５
０
万
円
）。
産
婦

人
科
病
院
の
非
常
勤
医
師
の

増
員
に
伴
う
経
費
を
計
上
し

た
産
婦
人
科
病
院
事
業
会

計
補
助
金
（
１
９
７
８
万

円
）。
住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
の
設
置
に
対
す

補
正
予
算
は
総
額
27
億
６
６
０
０
万
円
余

　
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
里
小
学
校
の
復
旧
事
業
経
費
等
を
計
上

予　算

る
補
助
金
の
増
額
分
を
計
上

し
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用

施
設
設
置
費
補
助
金
（
800
万

円
）。
川
西
揚
水
機
場
の
除

じ
ん
機
修
繕
の
た
め
の
経
費

を
計
上
し
た
県
営
基
幹
水

利
施
設
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
事
業
補
助
金
（
270
万

円
）。
上
田
城
跡
公
園
で
の

観
光
客
の
お
も
て
な
し
及
び

首
都
圏
や
真
田
氏
ゆ
か
り
の

地
域
等
で
観
光
キ
ャ
ラ
バ
ン

を
行
う
経
費
を
計
上
し
た
お

も
て
な
し
武
将
隊
第
２
期
結

成
事
業
（
101
万
円
）。
丸
子

小
牧
線
バ
イ
パ
ス
整
備
事

業
な
ど
の
市
道
新
設
改
良

事
業
（
１
億
３
６
３
６
万

円
）。
特
別
教
室
棟
建
設
工

事
等
を
行
う
浦
里
小
学
校
校

舎
焼
失
に
伴
う
復
旧
事
業

（
５
６
６
０
万
円
）。
県
宝

旧
倉
沢
家
住
宅
の
表
門
袖
塀

改
修
工
事
な
ど
を
行
う
文
化

財
事
業
（
149
万
円
）。
施
設

用
備
品
の
更
新
を
行
う
ア
ク

ア
プ
ラ
ザ
上
田
管
理
運
営
事

業
（
160
万
円
）。
平
成
24
年

８
月
17
日
及
び
９
月
30
日
に

発
生
し
た
豪
雨
に
よ
る
災
害

復
旧
事
業
（
１
３
６
０
万

円
）
な
ど
で
す
。

　

特
別
会
計
の
主
な
補
正
内

容
は
、
土
地
取
得
事
業
特
別

会
計
に
お
け
る
土
地
開
発
公

社
保
有
の
教
育
委
員
会
敷
地

の
取
得
な
ど
の
土
地
購
入
費

の
追
加
計
上
、
介
護
保
険
事

業
特
別
会
計
に
お
け
る
給
付

見
込
み
に
よ
る
給
付
費
等
の

調
整
な
ど
で
す
。

　

企
業
会
計
の
主
な
補
正
内

容
は
、
職
員
の
人
事
異
動
等

に
伴
う
人
件
費
の
調
整
や
、

産
婦
人
科
病
院
事
業
会
計
に

お
け
る
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル
に
ブ
ラ
イ
ン
ド
を
設
置
す

る
工
事
費
等
の
経
費
の
計
上

な
ど
で
す
。

12月定例会

　12 月定例会は、昨年 11 月 26 日から 12
月 17 日までの 22 日間の会期で開かれまし
た。

　市長提出議案は一般会計補正予算など 31
件、議員提出議案は「市議会会議規則中一
部改正」など３件です。採決の結果、すべ
て可決（または承認、適任）されました。

　 一般質問には 21 人の議員が登壇し、市
政の課題について活発な議論が交わされま
した。

景観条例改正など34の議案を議決
議会からは市議会会議規則の一部改正などを提案
景観条例改正など34の議案を議決
議会からは市議会会議規則の一部改正などを提案



（3）

　

広
域
計
画
の

改
定
及
び
障
害

者
自
立
支
援
法

の
改
正
に
伴
い
、

上
田
地
域
広
域
連
合
規
約
に

定
め
る
広
域
連
合
の
処
理
す

る
事
務
及
び
広
域
計
画
の
項

目
等
の
一
部
変
更
に
関
す
る

議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
（
旧
丸
子
町
）

が
分
譲
し
た
坂
井
住
宅
団
地

に
お
い
て
生
じ
た
宅
地
の
沈

下
に
つ
い
て
、
相
手
方
と
の

和
解
に
関
す
る
議
案
や
、
市

営
住
宅
家
賃
等
を
長
期
に
わ

　

第
46
回
衆
議
院

議
員
総
選
挙
及
び

第
22
回
最
高
裁
判

所
裁
判
官
国
民
審

件
の
条
例
案
を
可
決
　
　
　
　
　
　
　
　

条   例

報   告

　

今
定
例
会
で
は
新
設
条
例

３
件
、
既
存
条
例
を
一
部
改

正
す
る
条
例
10
件
、
既
存
条

例
を
全
部
改
正
す
る
条
例
１

件
の
合
計
14
件
の
条
例
案
が

提
案
さ
れ
、
す
べ
て
可
決
さ

れ
ま
し
た
。　

　

既
存
条
例
の
一
部
改
正
の

う
ち
、
２
件
は
議
会
運
営
委

員
会
か
ら
提
案
さ
れ
た
も
の

で
す
。

「
市
議
会
会
議
規
則
中
一
部

改
正
」
は
、
地
方
自
治
法
が

改
正
さ
れ
、
地
方
議
会
の
実

態
に
合
わ
せ
て
、
委
員
会
だ

け
で
な
く
本
会
議
に
お
い
て

も
公
聴
会
の
開
催
、
参
考
人

の
招
致
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

「
市
議
会
委
員
会
条
例
中
一

部
改
正
」
は
、
地
方
の
自
由

度
を
高
め
る
と
い
う
観
点
か

ら
、
地
方
自
治
法
の
改
正
に

よ
り
委
員
会
に
関
す
る
規
定

が
簡
素
化
さ
れ
、
委
員
の
選

任
方
法
、
在
任
期
間
等
に
つ

い
て
、
条
例
で
定
め
る
こ
と

と
さ
れ
た
た
め
、
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

　

既
存
条
例
の
全
部
改
正
と

な
っ
た
「
景
観
条
例
改
正
」

は
、
良
好
な
景
観
の
形
成
に

関
す
る
施
策
の
基
本
事
項
及

び
景
観
法
に
基
づ
く
行
為
の

規
制
等
に
つ
い
て
必
要
な
事

項
を
定
め
、
上
田
市
に
お
け

る
良
好
な
景
観
の
形
成
を
よ

り
推
進
す
る
た
め
、
条
例
の

全
部
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

意見書
　

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め

に
、
森
林
の
整
備
・
保
全
等

の
森
林
吸
収
源
対
策
や
豊
富

な
自
然
環
境
が
生
み
出
す
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

な
ど
の
取
り
組
み
を
、
山
村

地
域
の
市
町
村
が
主
体
的
・

総
合
的
に
実
施
で
き
る
よ

う
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
た

め
の
税
の
一
定
割
合
を
森
林

面
積
に
応
じ
て
譲
与
す
る

「
地
方
財
源
を
確
保
・
充
実

す
る
仕
組
み
」
を
早
急
に
構

築
す
る
こ
と
等
を
国
に
求
め

る
『
地
球
温
暖
化
対
策
に
関

す
る
「
地
方
財
源
を
確
保
・

充
実
す
る
仕
組
み
」
の
構
築

を
求
め
る
意
見
書
』
を
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

た
り
滞
納
し
、
再
三
に
わ
た

る
支
払
催
告
に
も
か
か
わ
ら

ず
支
払
わ
な
い
相
手
方
に
対

し
、
市
営
住
宅
の
明
渡
し
及

び
滞
納
家
賃
等
支
払
請
求
事

件
に
関
し
、訴
え
の
提
起（
和

解
申
立
て
を
含
む
。）
を
す

る
た
め
の
議
案
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
市
道
路
線
の

認
定
・
廃
止
・
変
更
に
係
る

議
案
や
、
指
定
期
間
が
満
了

と
な
る
塩
田
の
郷
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
場
の
平
成
25
年
４
月

１
日
か
ら
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
関
す
る
議
案
が
提
案

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

意
見
書
１
件
を
国
に
送
付

　

◆
人
事
案
件

　
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

   

塩
入
　
敦
子
さ
ん

                     

（
鈴
子
）

　
中
村
　
彰
さ
ん

　
　
　
　
　
　（
大
手
町
）

   

安
藤
　
美
惠
さ
ん

　
　
　
　
　（
塩
田
新
町
）

査
（
選
挙
日
平
成
24
年
12
月

16
日
）
の
執
行
に
要
す
る
経

費
６
５
８
７
万
円
を
計
上
し

た
一
般
会
計
補
正
予
算
の
専

決
処
分
の
報
告
が
あ
り
、
全

会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

事件決議

 【
そ
の
他
可
決
し
た
条
例
】

・ 

証
人
等
の
費
用
弁
償
等
の

支
給
に
関
す
る
条
例
中
一

部
改
正

・ 

市
税
条
例
中
一
部
改
正

・ 

暴
力
団
排
除
条
例
中
一
部

改
正

・ 

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関 

す
る
条
例
中
一
部
改

正
・ 

市
営
住
宅
等
に
関
す
る
条

例
中
一
部
改
正

・ 

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ     

ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
制
定

・ 

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営
並
び

に
指
定
地
域
密
着
型
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介

護
予
防
の
た
め
の
効
果
的

な
支
援
の
方
法
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
制
定

・ 

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
及
び
指
定
地
域

密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
の
指
定
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
制

定
・ 

附
属
機
関
に
関
す
る
条
例

中
一
部
改
正

・
手
数
料
条
例
中
一
部
改
正

・
水
道
条
例
中
一
部
改
正

14
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落
雷
で
損
傷
し
た

防
災
無
線
機
の
修

繕
料
に
つ
い
て
、
防
災
無

線
機
器
等
は
落
雷
よ
け
の

た
め
の
設
備
対
応
を
し
て

い
な
い
の
か
。

防
災
行
政
無
線
は

落
雷
を
避
け
る
設

備
が
必
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
中
継
局
と
本
庁
、
消

防
庁
舎
に
は
避
雷
針
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。

浦
里
小
学
校
の
復

旧
に
伴
う
事
業
費

に
関
し
て
、
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

今
回
の
補
正
予
算

は
現
存
す
る
施
設

を
有
効
活
用
し
な
が
ら
不

足
す
る
教
室
を
補
い
、
子

ど
も
達
の
学
習
環
境
、
生

活
環
境
を
一
日
も
早
く
整

備
す
る
た
め
の
も
の
で
あ

り
、
今
後
は
子
ど
も
達
の

水
道
条
例
中
一
部
改
正

一
般
会
計
補
正
予
算

学
び
の
場
と
し
て
快
適
な

の
か
と
い
う
こ
と
も
含
め

な
が
ら
学
校
と
協
議
を
続

け
た
い
。上

田
市
体
育
協
会

の
人
件
費
増
加
に

伴
う
追
加
の
補
助
金
に
つ

い
て
、
体
育
協
会
独
自
の

判
断
で
増
や
し
た
人
件
費

に
対
し
て
市
が
補
助
金
を

支
出
し
な
く
て
は
い
け
な

い
仕
組
み
な
の
か
。

上
田
市
体
育
協
会

の
人
件
費
に
つ
い

て
は
全
額
市
が
補
助
し
て

い
る
が
、
あ
ら
か
じ
め
市

と
体
育
協
会
と
で
職
員
を

ど
の
よ
う
に
配
置
す
る
か

を
協
議
し
、
市
が
了
承
し

た
も
の
に
対
し
て
補
助
を

す
る
と
い
う
方
法
で
実
施

し
て
い
る
。

来
年
度
の
利
用
料

収
入
は
ど
の
程
度

を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

昨
年
度
の
実
績
で

は
、
年
間
利
用
料

収
入
は
１
２
４
０
万
円
余

で
あ
り
、
来
年
度
の
利

用
料
収
入
に
つ
い
て
も

１
２
０
０
万
円
を
見
込
ん

で
い
る
。

             

改
正
に
よ
り
定
め

ら
れ
る
基
準
に
該

当
す
る
監
督
者
の
人
数
は

ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

条
例
改
正
の
内
容

は
工
事
を
監
督
す

る
行
政
の
職
員
に
つ
い
て

の
基
準
で
あ
り
、
上
下
水

道
局
の
技
術
系
職
員
32
名

の
う
ち
22
名
が
該
当
す
る

こ
と
に
な
る
。　

緊
急
雇
用
創
出
事

業
の
お
も
て
な
し

武
将
隊
に
つ
い
て
、
活
動

の
具
体
的
な
内
容
は
ど
う

か
。

千
本
桜
ま
つ
り
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と

し
て
、
３
月
半
ば
位
か
ら

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く

予
定
で
あ
り
、
県
外
へ
の

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
編
成
も

予
定
し
て
い
る
。

８
月
17
日
の
豪

雨
、
９
月
30
日
の

台
風
17
号
に
よ
る
災
害
の

復
旧
は
、
今
回
の
補
正
予

算
分
で
全
て
完
了
と
な
る

の
か
。

緊
急
性
の
高
い
も

の
は
既
に
予
備
費

で
対
応
し
て
お
り
、
今
回

の
補
正
予
算
で
復
旧
は
全

て
完
了
と
な
る
。

小
水
力
発
電
設
備

設
置
工
事
実
施
設

計
業
務
委
託
に
つ
い
て
、

実
施
設
計
の
内
容
は
ど
う

か
。
ま
た
、
業
務
委
託
の

内
容
は
ど
う
か
。

新
屋
取
り
入
れ
口

か
ら
染
屋
浄
水
場

ま
で
約
４
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
間
で
の
70
メ
ー
ト
ル

の
標
高
差
と
１
日
最
大

２
万
１
０
０
０
ト
ン
の
水

量
か
ら
生
ま
れ
る
力
を
使

い
発
電
す
る
も
の
で
、
発

電
電
力
は
51
キ
ロ
ワ
ッ
ト

を
想
定
し
て
い
る
。
ま

た
、
委
託
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
設
置
場
所
の
決

定
、
水
車
の
機
種
の
選
定

及
び
実
際
の
設
置
工
事
に

向
け
た
発
注
書
類
関
係
の

整
備
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　

総務文教委員会

の審査概要

● �12 月７日に開催し、条例案 2件、予算案３件、
事件決議案３件、報告１件、継続審査となってい
る請願１件の審査を行いました。

塩
田
の
郷
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
場
の
指
定
管

理
者
の
指
定

一
般
会
計
補
正
予
算

水
道
事
業
会
計

補
正
予
算

産業水道委員会
● ��12 月７日に開催し、条例案１件、予算案４件、
議長要請１件の審査を行いました。
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市
は
サ
ー
ビ
ス
に

係
る
基
準
と
し
て

３
つ
の
独
自
基
準
を
設
け

て
い
る
が
、
利
用
者
に

と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
は
ど

う
か
。

記
録
の
保
存
期
間

に
つ
い
て
は
、
身

体
拘
束
、
苦
情
の
処
理
、

事
故
対
応
に
つ
い
て
独
自

基
準
を
５
年
と
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
の
２
年
か

ら
５
年
に
延
長
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
監
査
が
行
い

や
す
く
な
り
、
利
用
者
に

と
っ
て
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
つ
な
が
る
。
地
産
地
消

の
推
進
に
つ
い
て
は
、
長

野
県
産
の
お
い
し
い
食
材

に
よ
る
食
事
が
提
供
さ
れ

る
こ
と
、
地
域
密
着
型
介

護
老
人
福
祉
施
設
の
居
室

定
員
に
つ
い
て
は
、
必
要

な
場
合
は
定
員
を
４
人
以

下
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、

サ
ー
ビ
ス
料
金
を
安
く
設

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
利
用
者
に
と
っ
て
利

用
し
や
す
く
な
る
こ
と
が

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
あ
げ
ら

れ
る
。

新
た
に
設
置
さ
れ

る
認
知
症
高
齢
者

等
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協

議
会
の
役
割
は
何
か
。

地
域
住
民
へ
の
広

報
、
啓
発
活
動
あ

る
い
は
徘
徊
高
齢
者
の
捜

索
活
動
へ
の
協
力
等
の
実

施
、
ま
た
地
域
に
お
け
る

高
齢
者
虐
待
防
止
策
の
検

討
や
支
援
、
さ
ら
に
総
合

的
な
虐
待
防
止
対
策
及
び

認
知
症
施
策
の
提
言
や
相

談
に
お
け
る
困
難
事
例
等

に
対
す
る
検
討
及
び
助
言

等
を
行
う
こ
と
を
考
え
て

い
る
。　
　
　
　
　

 

高
さ
制
限
等
を
す

る
こ
と
で
地
価
な

ど
に
影
響
が
出
る
こ
と
は

な
い
か
。高

さ
の
規
制
に
つ

い
て
は
、
用
途
地

域
に
従
い
標
準
的
な
容
積

率
、
建
ぺ
い
率
等
か
ら
一

般
的
な
高
さ
を
設
定
し
て

い
る
。
ま
た
、
街
な
か
の

商
業
地
域
や
近
隣
商
業
地

域
等
は
、
既
存
の
建
築
状

況
も
踏
ま
え
て
、
高
さ
規

定
を
設
定
し
て
い
る
た

め
、
地
価
に
直
接
影
響
し

て
下
落
を
招
く
こ
と
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。

景
観
形
成
重
点
地

区
の
候
補
地
と
し

て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
を
今
後
ど
の
よ
う
な
段

取
り
で
決
定
し
て
い
く
の

か
。

ま
ず
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
皆
さ

ん
か
ら
の
声
を
お
聞
き

し
、
そ
の
中
で
方
向
が
定

ま
れ
ば
区
域
を
定
め
、
新

た
な
景
観
形
成
基
準
を
つ

く
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
景
観
審

議
会
等
で
審
議
し
指
定
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
。

整
備
基
準
と
し
て

地
域
材
の
利
用
を

規
定
し
て
い
る
が
、
地
域

材
で
あ
る
こ
と
を
ど
の
よ

う
に
見
分
け
る
の
か
。

県
内
の
林
業
・
木

材
産
業
関
係
団
体

に
よ
り
設
立
さ
れ
た
団
体

に
よ
り
認
証
を
受
け
た
木

材
で
あ
れ
ば
地
域
材
と
認

め
ら
れ
る
。

入
居
者
資
格
の
裁

量
階
層
の
対
象

を
、
中
学
校
卒
業
前
の
子

が
い
る
世
帯
ま
で
拡
充
し

た
目
的
は
何
か
。

市
の
子
育
て
支
援

事
業
の
一
環
と
し

て
義
務
教
育
の
子
を
持
つ

世
帯
へ
の
支
援
を
行
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
各

団
地
に
お
い
て
高
齢
化
が

進
み
、
自
治
会
の
役
員
選

出
等
に
支
障
が
出
て
い
る

こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

化
を
図
る
目
的
も
あ
る
。

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例

制
定
／
指
定
地
域
密
着

型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
の
人
員
、
設
備

及
び
運
営
並
び
に
指
定

地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護

予
防
の
た
め
の
効
果
的

な
支
援
の
方
法
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例

制
定
／
指
定
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及

び
指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
の
指
定
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
制
定

附
属
機
関
に
関
す
る

条
例
中
一
部
改
正

常任委員会

   

景
観
条
例
改
正

市
営
住
宅
等
に
関
す
る

条
例
中
一
部
改
正

● �12 月 10日に開催し、条例案４件、予算案５件、
陳情４件の審査を行いました。

● �12 月 10日に開催し、条例案５件、予算案１件、
事件決議案４件の審査を行いました。

厚生委員会

環境建設委員会
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循
環
バ
ス
化
な
ど
議
論
が
あ

り
、
真
田
地
域
協
議
会
の
分

科
会
で
も
意
見
集
約
す
る
。

菅
平
自
然
館
の
あ
り

方
及
び
湿
原
整
備
の

見
通
し
、
ま
た
今
年
度
実
施

計
画
に
あ
る
菅
平
高
原
ス

ポ
ー
ツ
・
観
光
拠
点
整
備
研

究
事
業
の
展
望
は
。

（
高
橋
真
田
地
域
自

治
セ
ン
タ
ー
長
）
農

業
者
、
住
民
、
関
係
団
体
等

で
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
湿

原
保
全
活
動
や
自
然
館
の
あ

り
方
等
の
検
討
を
行
う
。
ま

た
ス
ポ
ー
ツ
・
観
光
拠
点
整

備
に
つ
い
て
は
、
地
元
と
と

も
に
施
設
整
備
や
経
済
効
果

及
び
２
０
１
９
年
の
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
国
内

大
会
合
宿
地
と
し
て
の
誘

致
活
動
な
ど
の
研
究
を
進
め

る
。

る
費
用
の
抑
制
の
ほ
か
さ
ま

ざ
ま
な
経
営
努
力
を
行
い
、

料
金
の
値
上
げ
を
行
わ
な
い

こ
と
を
基
本
と
し
て
い
く

が
、
や
む
を
得
な
い
場
合
に

は
必
要
最
小
限
の
料
金
値
上

げ
を
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
そ

の
際
に
は
市
民
の
皆
さ
ん
へ

の
十
分
な
説
明
と
合
意
を
基

本
に
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

憲
法
の
基
本
理
念
を

変
え
る
と
い
う
勢
力

が
国
会
議
員
の
３
分
の
２
を

占
め
、
憲
法
第
96
条
が
改
正

さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
危
惧
を
強
く
持
っ
て
い

る
。
健
全
な
地
方
か
ら
日
本

国
憲
法
の
基
本
理
念
で
あ
る

恒
久
平
和
の
実
現
に
努
力
す

る
と
い
う
意
思
を
発
信
す
る

意
味
で
も
、
条
例
制
定
は
大

き
な
意
味
を
持
つ
。「
上
田

市
非
核
平
和
都
市
条
例
」（
仮

称
）
を
制
定
す
べ
き
で
は
な

い
か
。 　
　
　

古
市　

順
子　
議
員

（
日
本
共
産
党
）　
　

同
時
入
所
以
外
の
第

２
子
に
つ
い
て
保

育
料
10
％
軽
減
を
行
っ
た
場

合
、
市
の
収
入
減
は
ど
の
く

ら
い
か
。
他
市
に
先
駆
け
て

取
り
組
む
考
え
は
ど
う
か
。

（
田
口
こ
ど
も
未
来

部
長
）
軽
減
対
象

と
な
る
第
２
子
の
数
は
約

１
２
０
０
人
で
、
軽
減
に
伴

う
収
入
減
は
約
３
３
０
０
万

円
と
試
算
し
て
い
る
。
市
は

独
自
に
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て

支
援
策
を
実
施
し
て
お
り
、

実
現
は
現
在
の
と
こ
ろ
は
難

し
い
。

国
の
「
子
ど
も･

子

育
て
新
シ
ス
テ
ム
」

で
は
、
親
の
就
労
時
間
に

よ
っ
て
子
ど
も
の
必
要
な
保

育
時
間
を
決
め
る
認
定
制
度

と
な
り
、
保
護
者
に
重
大
な

影
響
、
負
担
増
を
も
た
ら

す
。
見
解
は
。

（
田
口
こ
ど
も
未
来

部
長
）
保
育
時
間
の

違
う
子
ど
も
が
混
在
す
る
場

合
、
子
ど
も
同
士
の
一
体
的

な
活
動
が
制
限
さ
れ
る
。
保

育
士
の
勤
務
形
態
が
複
雑
に

な
る
な
ど
の
課
題
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

観
光
拠
点
と
し
て
の

ゆ
き
む
ら
夢
工
房
の

整
備
、
御
屋
敷
公
園
、
真
田

氏
本
城
跡
の
ト
イ
レ
等
の
整

備
、
ま
た
こ
れ
ら
を
結
ぶ
公

共
交
通
に
つ
い
て
の
考
え
は

ど
う
か
。（

高
橋
真
田
地
域
自

治
セ
ン
タ
ー
長
）
ゆ

き
む
ら
夢
工
房
は
実
施
計
画

へ
の
位
置
づ
け
に
向
け
、
御

屋
敷
公
園
等
は
地
域
の
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
。
公
共
交
通
は
真
田

地
域
公
共
交
通
利
用
促
進
協

議
会
で
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の

一
般
質
問

保　

育　

問　

題

木道もある菅平湿原、自然環境の学習の場です

真
田
地
域
の
課
題

渡
辺　

正
博　
議
員

（
日
本
共
産
党
）

仮
に
消
費
税
が
増
税

さ
れ
た
場
合
は
ど
の

よ
う
に
料
金
に
は
ね
返
る
の

か
。
さ
ら
に
は
将
来
に
わ

た
っ
て
料
金
を
据
え
置
く
保

証
は
あ
る
の
か
。

（
大
沢
上
下
水
道
局

長
）
消
費
税
増
税
の

影
響
に
つ
い
て
は
、
当
然
と

し
て
消
費
税
率
が
変
わ
っ
た

場
合
に
は
、
変
更
後
の
消
費

税
率
に
よ
っ
て
料
金
計
算
を

行
い
、
消
費
税
を
転
嫁
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。
将
来
に

つ
い
て
は
、
料
金
に
反
映
す

安
全
、
安
心
、
安
価
な

水
を
住
民
に
供
給
し
続

け
る
た
め
に
、
上
下
水

道
事
業
の
企
業
性
か
ら

公
共
性
優
先
へ
の
転
換

安
全
、
安
心
、
安
価
な

水
を
住
民
に
供
給
し
続

け
る
た
め
に
、
上
下
水

道
事
業
の
企
業
性
か
ら

公
共
性
優
先
へ
の
転
換

特
徴
あ
る
上
田
市
の

平
和
施
策
の
推
進

（
鈴
木
市
民
生
活
部

長
）
現
在
の
と
こ
ろ

上
田
市
の
環
境
を
考
え
る

と
、
平
和
行
政
を
進
め
る
上

で
必
ず
し
も
条
例
の
制
定
が

必
要
と
い
う
も
の
で
は
な

く
、
ま
た
市
町
村
行
政
と
し

て
果
た
す
役
割
を
考
え
る

と
、
現
行
の
市
民
憲
章
と
非

核
平
和
都
市
宣
言
を
も
っ
て

上
田
市
の
平
和
行
政
を
進
め

て
い
く
こ
と
で
足
り
得
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
般
質
問

「戦争を伝える松」当時の体験を語る下之郷の
伊藤新治さん（写真右）と松澤國和さん（写真左）
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取
得
に
つ
い
て
は
、
跡
地
全

体
の
土
地
取
得
に
つ
な
が
る

よ
う
な
利
用
計
画
に
な
る
の

か
、
ま
た
産
院
跡
地
、
現
公

民
館
敷
地
等
の
土
地
利
用
も

含
め
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

検
討
結
果
の
動
向
も
踏
ま
え

て
判
断
す
る
。

災
害
共
済
金
等
を
原

資
と
し
て
活
用
し
、

校
舎
を
建
設
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

（
武
井
教
育
次
長
）

現
時
点
で
は
、
残
さ

れ
た
校
舎
の
有
効
活
用
や
必

要
な
教
室
の
建
設
等
に
よ

り
、
早
急
に
児
童
の
学
習
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
を
最
優

先
に
考
え
て
い
る
。
今
後
児

童
の
学
習
環
境
充
実
の
た
め

の
整
備
は
行
い
た
い
。

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
介
護
施
設
を
、

早
期
に
14
カ
所
整
備
す
る
場

合
の
雇
用
効
果
は
。

（
清
水
健
康
福
祉
部

長
）
最
低
で
も

143
人

の
雇
用
が
創
出
さ
れ
る
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
課
題
と
し
て
、

施
設
不
足
、
利
用
料
が
高

い
、
国
の
基
準
だ
と
職
員
が

足
り
な
い
等
問
題
が
山
積
し

て
い
る
が
、
職
員
の
報
酬
を

ど
う
高
め
て
い
く
か
と
い
う

介
護
現
場
の
課
題
が
、
条
例

の
整
備
で
ど
の
程
度
解
決
さ

れ
る
の
か
。

（
清
水
健
康
福
祉
部

長
）
今
回
の
独
自
基

準
が
課
題
の
解
決
に
大
幅
に

つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
多
床
室
を
認
め
る
こ
と

で
利
用
さ
れ
る
方
の
負
担
軽

減
に
つ
な
が
る
。

上
田
城
跡
公
園
陸
上

競
技
場
の
ト
ラ
ッ
ク

の
全
天
候
化
に
つ
い
て
の
市

の
見
解
は
。

（
武
井
教
育
次
長
）

グ
リ
ー
ン
サ
ン
ド
舗

装
を
含
め
、
ど
の
よ
う
な
方

策
が
有
効
で
、
事
業
費
が
ど

れ
ほ
ど
に
な
る
か
の
検
討
を

現
在
進
め
て
い
る
。

現
時
点
で
の
利
活
用

に
つ
い
て
の
上
田
市

の
見
解
は
。

（
宮
川
政
策
企
画
局

長
）
市
と
し
て
は
、

公
民
館
の
建
て
か
え
も
含

め
、
そ
の
他
の
西
部
地
域
の

地
域
課
題
の
克
服
に
つ
な
が

る
よ
う
な
全
体
の
土
地
利
用

の
可
能
性
に
つ
い
て
、
地
域

の
皆
さ
ん
で
検
討
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
た
。
土
地
の

井
沢　

信
章　
議
員（

新
生
会
）

教
育
長
は
、
浦
里
小

学
校
は
川
西
小
学
校

に
統
合
し
た
ほ
う
が
よ
い
と

考
え
て
い
る
の
か
。
焼
失
し

た
校
舎
は
再
建
す
る
の
か
。

（
小
山
教
育
長
）
少

子
化
の
進
展
に
よ
っ

て
、
全
国
的
に
も
学
校
の
小

規
模
化
が
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
浦
里
小
学
校
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
児
童
数
の
推
移

を
見
な
が
ら
川
西
小
学
校
に

統
合
す
る
と
い
う
従
来
か
ら

の
基
本
方
針
が
あ
り
、
教
育

委
員
会
と
し
て
は
こ
れ
ま
で

議
会
で
も
答
弁
し
て
い
る
。

ま
た
平
成
18
年
の
合
併
協
定

で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

学
校
は
子
ど
も
達
の
学
び
の

場
、
人
間
関
係
の
基
礎
を
培

い
、
心
と
体
を
豊
か
に
育
む

場
で
あ
り
、
学
校
の
統
合
は

子
ど
も
達
の
教
育
環
境
の
観

点
か
ら
論
じ
ら
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
り
、
保
護
者
の
方
や

地
域
の
皆
様
と
話
し
合
い
な

が
ら
進
め
て
い
く
も
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
浦
里
小
学

校
の
統
合
問
題
は
、
こ
の
た

び
の
火
災
と
は
切
り
離
し

て
考
え
て
い
る
。
校
舎
の
再

建
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
に
学

ぶ
子
ど
も
達
が
い
る
限
り
、

学
習
環
境
や
生
活
環
境
を
整

え
る
こ
と
は
、
教
育
委
員
会

の
責
務
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

提
案
さ
れ
た
補
正
予

算
は
、
子
ど
も
達
の

学
び
の
場
を
確
保
す
る
に
は

不
十
分
な
も
の
で
あ
る
。
パ

ソ
コ
ン
教
室
は
廊
下
で
よ
い

の
か
、
図
書
室
は
畳
の
部
屋

に
つ
く
る
よ
う
だ
が
、
子
ど

も
達
に
畳
の
上
に
座
っ
て
本

を
読
め
と
い
う
の
か
。

（
小
山
教
育
長
）
現

時
点
で
は
、
今
議
会

に
お
願
い
し
て
い
る
補
正
予

算
で
残
さ
れ
た
校
舎
の
有
効

浦
里
小
学
校
の
再
建

活
用
、
特
別
教
室
棟
の
建
設

を
す
る
こ
と
に
よ
り
一
応
の

め
ど
が
つ
く
と
考
え
て
い
る

が
、
ご
指
摘
い
た
だ
い
た
パ

ソ
コ
ン
教
室
や
図
書
室
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
学
校
と

協
議
を
し
て
い
く
。
図
書
室

に
つ
い
て
は
畳
の
部
屋
で
あ

る
が
、
全
校
集
会
に
も
使
い

た
い
と
い
う
学
校
の
要
望
が

あ
り
、
あ
え
て
畳
の
部
屋
の

中
に
周
辺
を
使
っ
て
図
書
室

を
整
備
す
る
こ
と
に
し
た
。

今
後
も
さ
ら
に
教
育
環
境
の

整
備
を
行
っ
て
い
く
。

    

焼失した浦里小学校　再建は地域の願いだ

一
般
質
問

西
沢　

逸
郎　
議
員（

新
生
会
）

高
齢
者
福
祉
総
合
計
画

ス
ポ
ー
ツ
振
興

上
田
警
察
署
跡
地

浦
里
小
学
校
の
再
建

一
般
質
問

浦里尋常高等小学校（現�浦里小
学校 )　昭和14年5年生西組
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い
。

自
治
会
連
合
会
な
ど

で
さ
ら
に
説
明
を

行
っ
て
い
く
と
の
こ
と
だ

が
、
各
自
治
会
の
総
会
が
こ

の
時
期
多
く
行
わ
れ
る
。
大

変
だ
が
職
員
が
手
分
け
し
自

治
会
に
出
向
い
て
、
み
ず
か

ら
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

（
岡
田
市
民
参
加
・

協
働
推
進
参
事
）
全

て
の
自
治
会
に
伺
う
こ
と
は

困
難
で
あ
る
が
、
で
き
る
限

り
き
め
細
か
く
説
明
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

・
商
工
業
の
活
性
化　
　

安
藤　

友
博　
議
員

（
清
流
ク
ラ
ブ
）

上
田
市
で
は
地
域
内

分
権
確
立
に
向
け
、

第
４
ス
テ
ー
ジ
の
展
開
を
進

め
る
中
で
、「
新
し
い
住
民

自
治
組
織
」
を
形
成
す
る
と

し
て
い
る
が
、
現
在
の
自
治

会
役
員
か
ら
は
、「
何
か
新

し
い
自
治
組
織
を
つ
く
る
」

と
言
う
が
、
今
ま
で
運
営
し

て
き
た
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会

に
、
上
田
市
全
体
と
し
て
、

別
な
自
治
会
組
織
、
屋
上
屋

を
つ
く
る
の
か
と
い
う
戸
惑

い
の
意
見
が
あ
る
。
き
ち
っ

と
し
た
説
明
が
必
要
と
考
え

る
が
ど
の
よ
う
に
説
明
し
て

い
る
の
か
。

（
岡
田
市
民
参
加
・

協
働
推
進
参
事
）
第

４
ス
テ
ー
ジ
の
取
り
組
み
の

説
明
に
つ
い
て
は
、
地
域
内

分
権
の
核
で
あ
り
、
自
治
会

代
表
者
も
委
員
と
し
て
就
任

い
た
だ
い
て
い
る
地
域
協
議

会
に
お
い
て
ま
ず
は
説
明
し

た
。
ま
た
、
自
治
会
に
対
し

て
も
、
自
治
会
連
合
会
役
員

会
の
ほ
か
地
域
協
議
会
、
地

区
振
興
会
な
ど
の
合
同
の
場

に
お
い
て
、
第
４
ス
テ
ー
ジ

の
取
り
組
み
内
容
に
つ
い

て
、
説
明
し
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
る
。

ほ
と
ん
ど
の
自
治
会

が
年
末
を
迎
え
る
現

在
、「
新
し
い
自
治
組
織
」

を
つ
く
る
と
い
う
説
明
を
ど

の
よ
う
に
引
き
継
い
で
も
ら

う
の
か
。（

岡
田
市
民
参
加
・

協
働
推
進
参
事
）
自

治
会
の
方
々
か
ら
は
、
ご
指

摘
の
よ
う
な
意
見
も
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら

に
わ
か
り
や
す
い
資
料
を
も

と
に
、
引
き
続
き
地
区
自
治

会
連
合
会
定
例
会
な
ど
の
場

で
、
説
明
し
懇
談
を
行
い
た

地
域
内
分
権
と

人
づ
く
り

そ
の
他
の
質
問
項
目

一
般
質
問

な
じ
ま
な
い
施
設
も
多
く
あ

る
。
年
間
の
点
灯
時
間
が

２
５
０
０
時
間
に
満
た
な
い

と
こ
ろ
も
多
い
た
め
、
今

後
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
内
委

員
会
に
お
い
て
研
究
を
進

め
、
提
案
い
た
だ
い
た
リ
ー

ス
方
式
も
考
慮
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

・ 

有
害
鳥
獣
対
策
と
地
域
振

興
・
会
計
検
査
院
の
改
善
処
置

滝
沢　

清
茂　
議
員（

公
明
党
）

公
共
施
設
へ
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
の
導
入
は
、

財
政
負
担
の
軽
減
に
な
る
。

現
在
進
め
て
い
る
防
犯
灯
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
の
設
置
費
用
と
そ
の

メ
リ
ッ
ト
は
ど
う
か
。

（
鈴
木
市
民
生
活
部

長
）
設
置
費
用
に
つ

い
て
は
、
３
億
円
余
の
交
換

工
事
に
な
る
。
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
①
長
寿
命
化
に
よ
る
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
コ
ス
ト
の
低

減
、
②
省
電
力
化
に
よ
る
年

間
約
１
５
０
０
万
円
の
電
気

料
金
の
削
減
、
③
年
約

300
ト

ン
の

CO2
排
出
量
の
削
減
、
④

紫
外
線
を
出
さ
な
い
た
め
虫

が
寄
っ
て
こ
な
い
等
々
の
効

果
も
あ
る
。

各
部
局
で
管
理
し
て

い
る
照
明
灯
数
、
23

年
度
の
電
気
料
金
及
び
現
在

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
数
の
現
状
は
ど

う
か
。

（
井
上
財
政
部
長
）

教
育
委
員
会
所
管
を

除
い
た
合
計
は
約
１
万
６
４

２
０
本
あ
り
、
電
気
料
金

は
３
億
８
８
３
０
万
円
余
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
換
し
た
本
数
は

141
本
で
、
全
体
で
は
0.8
％
程

度
と
な
っ
て
い
る
。

（
武
井
教
育
次
長
）

教
育
委
員
会
の
施
設

は
、
合
計
で
約
５
万
８
１
７

０
本
あ
り
、
電
気
料
金
は

照
明
以
外
を
全
て
含
め

２
億
３
６
０
０
万
円
余
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
は
約
１
０
７
０
本

で
、
全
体
の

1.84
％
で
あ
る
。

市
全
体
で
10
年
の

リ
ー
ス
方
式
に
よ
る

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
導
入
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

（
鈴
木
市
民
生
活
部

長
）
省
エ
ネ
型
蛍
光

灯
に
交
換
し
た
と
こ
ろ
も
多

数
あ
り
、
一
律
の
交
換
に
は

公
共
施
設
へ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
の
導
入
促
進

そ
の
他
の
質
問
項
目

一
般
質
問
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あ
の
3.
11
の
教
訓
を

踏
ま
え
、
今
後
建
築

さ
れ
る
共
同
集
会
施
設
は
災

害
に
も
強
く
、
省
エ
ネ
に
も

優
れ
、
な
お
か
つ
太
陽
光
発

電
な
ど
再
生
可
能
な
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の
取
り
組
み
の
あ

る
将
来
志
向
の
施
設
で
あ
る

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

（
宮
川
政
策
企
画
局

長
）
自
治
会
の
集
会

施
設
で
は
相
当
量
の
余
剰
電

力
の
売
電
と
い
う
こ
と
も
見

込
め
る
こ
と
か
ら
、
共
同
集

会
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
設
置
に
要
す
る
経
費

に
つ
い
て
、
来
年
度
か
ら
集

会
施
設
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
と

し
て
加
え
て
、
あ
わ
せ
て
今

自
治
会
へ
も
通
知
を
し
て
考

え
方
を
お
聞
き
し
て
い
る
。

国
勢
調
査
結
果
の
分
析

の
校
舎
建
設
予
算
を
提
出
す

る
計
画
は
あ
る
か
。

（
武
井
教
育
次
長
）

平
成
18
年
の
４
市
町

村
の
合
併
協
定
で
、
現
在
通

学
区
変
更
を
検
討
し
て
い
る

浦
里
小
学
校
に
つ
い
て
も
、

合
併
後
も
継
続
し
て
検
討
を

行
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
浦

里
小
学
校
の
児
童
数
の
減
少

が
顕
著
な
こ
と
か
ら
、
機
を

捉
え
何
ら
か
の
形
で
検
討
を

進
め
る
べ
く
予
算
を
位
置
づ

け
て
い
る
。
浦
里
小
学
校
の

学
校
施
設
の
復
旧
整
備
に
つ

い
て
は
、
今
回
の
補
正
予
算

で
一
応
め
ど
が
つ
く
も
の
と

考
え
る
。

塩田中学校に設置されている
太陽光発電システム

土
屋　

亮　
議
員

（
清
流
ク
ラ
ブ
）

９
月
議
会
で
緊
急
措

置
と
し
て
補
正
し
た

予
算
の
執
行
状
況
は
ど
う

か
。

（
小
山
教
育
長
）
焼

失
校
舎
の
解
体
撤
去

及
び
倉
庫
、
廊
下
修
理
な
ど

を
し
、
現
在
は
給
食
受
け
入

れ
室
、
ト
イ
レ
の
改
修
を
し

て
い
る
。浦

里
小
学
校
の
今
後

の
方
向
な
ど
の
協
議

は
ど
こ
で
し
て
い
る
の
か
。

（
小
山
教
育
長
）
教

育
委
員
会
に
お
い

て
、
臨
時
会
及
び
協
議
会
を

開
き
協
議
し
て
い
る
。
協
議

の
結
果
、
大
き
な
方
針
と
し

て
早
急
に
整
備
し
て
学
習
環

境
等
整
え
て
い
く
と
し
た
。

協
議
会
は
非
公
開
で
あ
る
。

全
国
か
ら
見
舞
金
や

寄
附
を
い
た
だ
い
て

い
る
が
そ
の
内
容
は
。

（
武
井
教
育
次
長
）

累
計
で
は

400
万
円
を

超
え
る
見
舞
金
を
い
た
だ
い

て
い
る
。
楽
器
や
子
ど
も
達

が
個
人
で
持
っ
て
い
た
も
の

や
学
校
の
備
品
の
購
入
に
充

て
て
い
る
。

旧
川
西
村
と
の
合
併

協
定
に
あ
っ
た
学
校

施
設
の
整
備
は
さ
れ
て
き
た

か
。

（
武
井
教
育
次
長
）

浦
里
小
学
校
に
つ
い

て
は
、
い
ち
早
く
校
舎
の
耐

震
補
強
工
事
を
行
い
、
体
育

館
は
今
年
度
耐
震
化
が
完
了

し
た
。

川
西
小
学
校
へ
の
統

合
を
前
提
と
し
た

「
川
西
地
区
通
学
区
域
検
討

委
員
会
」
の
予
算
が
毎
年
計

上
さ
れ
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
と
し
て
２
年

目
を
迎
え
て
い
る
の
に
そ
の

理
由
は
何
か
。
ま
た
、
25
年

度
当
初
予
算
に
浦
里
小
学
校

浦
里
小
学
校
再
建

一
般
質
問

佐
藤　

清
正　
議
員

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
田
）

地
域
経
営
会
議
の
設

置
に
つ
い
て
、
地
域

間
に
温
度
差
が
あ
る
中
で
、

モ
デ
ル
地
域
を
設
定
す
る
考

え
は
ど
う
か
。

（
宮
川
政
策
企
画
局

長
）
地
域
で
の
議
論

が
深
ま
り
、
地
域
経
営
会
議

の
設
置
な
ど
条
件
が
整
っ
た

地
域
に
つ
い
て
、
モ
デ
ル
設

定
な
ど
市
の
想
定
す
る
工
程

表
よ
り
も
早
い
段
階
で
の
実

現
も
視
野
に
、
支
援
体
制
を

構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

自
治
会
の
加
入
率
や

自
治
会
費
の
状
況
は

ど
う
か
。

（
宮
川
政
策
企
画

局
長
）
全

240
自
治
会

の
平
成
24
年
度
の
平
均
加
入

率
は

88.1
％
で
、
90
％
以
上
が

181
、
80
％
以
上
90
％
未
満
が

27
、
70
％
以
上
80
％
未
満
が

18
、
70
％
未
満
が
14
自
治
会

で
あ
っ
た
。
自
治
会
費
は
、

本
年
８
月
の
自
治
会
連
合
会

調
査
で
は
、
年
額
で
１
世
帯

当
た
り
１
万
円
以
下
が
92
、

１
万
円
を
超
え
て
２
万
円
以

下
が
99
、
２
万
円
を
超
え
る

自
治
会
が
32
で
あ
っ
た
。

今
後
自
治
会
を
中
心

に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
育
成
し
地
域
内
分
権

を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
そ

の
加
入
率
や
財
政
力
が
大
き

く
影
響
す
る
と
思
う
が
市
の

考
え
は
ど
う
か
。

（
宮
川
政
策
企
画
局

長
）
各
自
治
会
の
自

主
性
、
自
立
性
を
尊
重
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
を
充

実
し
、
地
域
内
分
権
の
一
番

の
基
礎
と
し
て
、
こ
の
自
治

会
活
動
に
取
り
組
み
を
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

一
般
質
問

現在の浦里小学校の玄関
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研
修
を
、
そ
の
ほ
か
に
特
別

研
修
を
毎
年
実
施
し
取
り
組

ん
で
い
る
。
今
後
も
見
直
し

と
工
夫
を
図
り
取
り
組
ん
で

い
く
。

本
年
５
月
の
意
識
調

査
の
結
果
と
前
回
調

査
の
推
移
を
踏
ま
え
た
取
り

組
み
方
針
は
。

（
小
山
教
育
長
）「
差

別
は
い
ま
だ
に
残
っ

て
い
る
」
と
回
答
し
た
人
の

割
合
は
前
回
と
ほ
ぼ
同
じ
で

あ
り
、
今
後
も
学
校
、
地
域

で
の
人
権
教
育
を
推
進
し
て

い
く
。

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
方
針
を

伺
う
。

（
母
袋
市
長
）
人
権

施
策
の
基
本
方
針
に

沿
い
、
行
政
の
み
な
ら
ず
関

係
機
関
、
市
民
と
協
働
し
、

意
を
尽
く
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
考
え
で
あ
る
。

深
井　

武
文　
議
員

（
上
田
新
風
会
）

世
界
人
権
宣
言
が
採

択
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
12
月
４
日
か
ら
10
日
は

国
が
定
め
た
人
権
週
間
で
あ

る
。
市
で
は
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
か
。

（
鈴
木
市
民
生
活
部

長
）
法
務
局
、
県
地

方
事
務
所
、
人
権
擁
護
委
員

協
議
会
な
ど
と
と
も
に
上
田

駅
前
な
ど
市
内
各
所
で
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

（
武
井
教
育
次
長
）

学
校
で
は
、
12
月
が

学
期
末
と
な
る
の
で
、
11
月

ご
ろ
に
集
中
的
に
人
権
教
育

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。
人
権
啓
発
活
動
は
効
果

的
で
あ
り
継
続
し
て
い
く
。

部
落
差
別
の
解
消
に

向
け
昭
和
44
年
に
同

和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
が

制
定
さ
れ
、
再
々
の
延
長
も

含
め
て
33
年
間
、
国
及
び
市

町
村
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
が
さ
れ
て
き
た
。

環
境
改
善
な
ど
実
態
的
差
別

面
で
は
一
定
の
成
果
は
見
ら

れ
た
が
、
心
理
的
な
差
別
の

解
消
に
は
至
っ
て
い
な
い
と

い
う
現
状
を
踏
ま
え
た
取
り

組
み
方
針
は
ど
う
か
。
ま

た
、
法
失
効
後
の
ハ
ー
ド
面

の
整
備
の
状
況
は
ど
う
か
。

（
鈴
木
市
民
生
活
部

長
）
環
境
改
善
を
は

じ
め
ハ
ー
ド
面
の
対
策
は
成

果
は
上
が
っ
た
が
、
約
６
割

の
市
民
が
差
別
が
ま
だ
残
っ

て
い
る
と
意
識
調
査
で
答
え

て
お
り
、
今
後
も
取
り
組
み

の
必
要
が
あ
る
。ま
た
、ハ
ー

ド
面
の
整
備
は
、
地
域
要
望

の
中
に
入
れ
て
必
要
に
応
じ

取
り
組
ん
で
い
く
。

市
民
へ
範
を
示
す
と

い
う
点
で
職
員
の
人

権
意
識
の
高
揚
が
大
事
で
あ

る
。
取
り
組
み
状
況
は
ど
う

か
。

（
山
本
総
務
部
長
）

採
用
時
に
人
権
問
題

人
権
、
同
和
対
策
行
政

一
般
質
問

久
保
田　

由
夫　
議
員

（
日
本
共
産
党
）

上
田
市
の
成
長
戦
略

を
考
え
る
場
合
、
国

の
動
向
を
見
な
い
わ
け
に
い

か
な
い
。
県
民
一
人
当
た
り

の
所
得
は
、
10
年
間
で
43
万

円
も
減
っ
て
約

270
万
円
で
あ

る
。
消
費
税
増
税
は
妥
当
と

考
え
る
か
。

（
母
袋
市
長
）
消
費

税
率
の
引
き
上
げ
時

期
等
は
、
３
党
合
意
に
基
づ

い
て
、
実
行
す
る
か
否
か
は

新
政
権
の
判
断
で
あ
る
と
理

解
し
て
い
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
を
上
田

市
と
し
て
戦
略
的
に
考
え
て

い
く
視
点
が
必
要
で
あ
る
。

上
田
市
に
お
け
る
各
家
庭
の

光
熱
費
の
総
計
は
。

（
鈴
木
市
民
生
活
部

長
）
平
成
23
年
の
長

野
市
の
光
熱
費
を
参
考
に
上

田
市
で
推
計
す
る
と
、
一
月

当
た
り
10
億
円
余
、
年
間
で

約
123
億
円
と
な
る
。

日
本
に
は
、
採
算
を

度
外
視
す
れ
ば
発
電

量
の
約
４
倍
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
あ
る
。
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
本
条
例
制
定
の

考
え
は
。（

鈴
木
市
民
生
活
部

長
）
制
定
し
た
自
治

体
の
状
況
な
ど
も
検
証
し
な

が
ら
、
必
要
性
も
含
め
て
今

後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
や
地
産

地
消
に
よ
り
、
雇
用
の
創
出

に
結
び
つ
く
の
で
は
な
い

か
。

（
金
子
商
工
観
光
部

長
）
市
の
助
成
制
度

の
活
用
に
よ
り
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
普
及
が
促
進
さ
れ

る
こ
と
で
、
地
元
企
業
の
事

業
活
動
が
増
え
れ
ば
、
雇
用

の
拡
大
に
結
び
つ
く
と
考
え

て
い
る
。

上
田
市
の
成
長
戦
略

市
内
中
小
企
業
を
支

援
す
る
上
で
中
小
企

業
振
興
条
例
を
制
定
す
べ
き

で
は
。

（
金
子
商
工
観
光
部

長
）
長
野
県
の
条
例

制
定
の
動
向
や
、
地
元
の
中

小
企
業
者
の
ご
意
見
を
お
聞

き
し
、引
き
続
き
研
究
す
る
。

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
向
上
や
官
製
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
の
解
消
、
公
正

な
競
争
で
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
る
上
で
、
公
契
約
条

例
の
制
定
が
必
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

（
山
本
総
務
部
長
）

国
、
県
や
他
の
自
治

体
の
動
向
も
今
後
注
視
し
、

先
進
自
治
体
の
情
報
収
集
に

努
め
て
今
後
も
引
き
続
き
研

究
す
る
。

一
般
質
問

地域の人権啓発の役割も担っている
新築された城南公民館
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し
、
内
容
は
身
体
的
、
性

的
、
心
理
的
、
経
済
的
虐

待
や
放
棄
、
放
任
を
受
け
る

こ
と
を
虐
待
と
規
定
し
て
い

る
。
高
齢
者
や
児
童
に
つ
い

て
は
平
成
12
年
に
児
童
虐
待

防
止
法
、
平
成
13
年
に
ド
メ

ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

ス
防
止
法
、
平
成
18
年
に
高

齢
者
虐
待
防
止
法
が
制
定
さ

れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法

に
基
づ
き
対
応
さ
れ
る
。

法
施
行
後
、
上
田
市

へ
の
通
報
や
相
談
事

例
は
ど
う
か
。
解
決
方
法
は

ど
う
か
。（

清
水
健
康
福
祉
部

長
）
８
件
の
通
報
が

あ
り
、
う
ち
５
件
は
障
が
い

者
本
人
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ

の
う
ち
虐
待
と
判
断
し
た
も

の
は
２
件
で
、
障
害
者
年
金

が
本
人
に
渡
ら
な
か
っ
た

ケ
ー
ス
と
、
言
葉
で
の
侮
辱

な
ど
に
よ
る
心
理
的
虐
待
で

あ
っ
た
。
今
後
も
継
続
的
・

長
期
的
に
対
応
す
る
。

交
流
・
文
化
施
設
建

設
に
よ
る
地
域
経
済

へ
の
波
及
効
果
は
ど
う
か
。

（
宮
川
政
策
企
画
局

長
）
下
請
け
工
事
の

ほ
か
、
資
材
の
購
入
や
リ
ー

ス
物
件
、
清
掃
業
務
等
が
市

内
の
事
業
者
へ
発
注
さ
れ
て

い
る
。
現
場
事
務
所
へ
も
２

名
が
雇
用
さ
れ
、
知
的
障
害

者
施
設
へ
の
軽
食
の
注
文
も

あ
る
。

丸
子
小
牧
線
及
び
神

畑
原
峠
線
の
整
備
の

状
況
は
ど
う
か
。

（
清
水
都
市
建
設
部

長
）
丸
子
小
牧
線

は
、
恒
久
的
な
安
全
を
確
保

す
る
た
め
ト
ン
ネ
ル
化
と

し
、
平
成
27
年
度
の
完
成
を

予
定
し
て
い
る
。
神
畑
原
峠

線
に
つ
い
て
は
、
御
所
工
区

の
整
備
が
今
年
度
内
に
完

了
、
来
年
度
の
全
線
開
通
を

予
定
し
て
い
る
。

「
お
金
を
払
っ
て
で
も
行
き

た
い
」
と
客
の
評
価
に
耐
え

ら
れ
る
、
そ
し
て
宿
泊
客
増

に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
な
戦

略
を
持
っ
た
、
千
本
桜
ま
つ

り
に
構
築
し
直
す
時
期
が
来

て
い
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

（
母
袋
市
長) 

料
金

に
つ
い
て
は
、
我
々

も
常
に
無
料
に
す
る
と
い
う

視
点
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
経
済
効
果
に
つ
い

て
は
調
査
機
関
に
依
頼
し
、

現
実
的
な
数
字
と
し
て
把
握

し
た
い
。
行
政
の
ひ
と
り
舞

台
で
は
な
く
、
多
く
の
市
民

が
も
っ
と
関
心
を
持
ち
、
収

入
を
得
よ
う
と
い
う
貪
欲
な

気
持
ち
が
あ
っ
て
も
い
い
と

思
う
。
そ
れ
ら
を
マ
ッ
チ
ン

グ
さ
せ
、
次
な
る
ス
テ
ッ
プ

の
10
年
間
を
見
通
し
て
い
き
た

い
。
一
つ
一
つ
年
次
ご
と
積

み
重
ね
て
、
戦
略
を
打
ち
立

て
て
い
く
。

 

三
井　

和
哉　
議
員

（
上
田
新
風
会
）

祭
り
期
間
中
、
市
の

公
共
施
設
を
駐
車
場

と
し
て
使
っ
て
い
た
が
、
駐

車
料
金
は
取
っ
て
い
た
か
。

ま
た
駐
車
場
整
理
・
交
通
整

理
に
か
か
っ
た
経
費
は
い
く

ら
か
。

（
金
子
商
工
観
光
部

長)

駐
車
料
金
は
徴

収
し
て
い
な
い
。
警
備
会
社
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

の
委
託
料
で
743
万
円
か
か
っ

た
。

交
流
・
文
化
施
設
建

設
地
か
ら
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
を
出
し
て
い
た
が
、
利

用
料
は
取
っ
て
い
た
か
。
ま

た
運
行
に
か
か
っ
た
経
費
は

い
く
ら
か
。

（
金
子
商
工
観
光
部

長)

利
用
料
は
取
っ

て
い
な
い
。
業
務
委
託
料
で

67
万
円
払
っ
た
。

入
園
料
は
取
っ
て
い

た
か
。
ま
た
振
舞
い

鍋
・
振
舞
い
甘
酒
に
か
か
っ

た
経
費
は
。

（
金
子
商
工
観
光
部

長)
入
園
料
は
徴
収

し
て
い
な
い
。
鍋
と
甘
酒
の
経

費
は
127
万
円
で
あ
る
。

収
入
が
見
込
め
る
の

で
駐
車
料
金
等
を
取

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
金
子
商
工
観
光
部

長) 

観
光
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
の
意
見
で
は
「
駐
車
場

無
料
、
公
園
入
場
無
料
、
無

料
振
舞
い
鍋
や
シ
ャ
ッ
タ
ー

マ
ン
と
の
交
流
は
観
光
客
に

と
っ
て
魅
力
あ
る
サ
ー
ビ

ス
」と
の
話
だ
っ
た
。
ま
た「
上

田
市
は
目
的
地
と
言
い
が
た

く
、
立
ち
寄
り
の
観
光
地
で

あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
」
と
の

ア
ド
バ
イ
ス
も
い
た
だ
い
た
。

「
タ
ダ
だ
か
ら
行

く
」
の
で
は
な
く
、

「
上
田
城
千
本
桜
ま
つ
り
」

の
費
用
対
効
果
と
経
済
効

果 一
般
質
問

小
坂
井　

二
郎　
議
員

（
上
田
新
風
会
）

10
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
た
障
害
者
虐
待

防
止
法
は
ど
の
よ
う
な
内
容

か
。
対
象
者
に
は
障
が
い
の

あ
る
高
齢
者
や
児
童
も
含
ま

れ
る
か
。（

清
水
健
康
福
祉
部

長
）
法
は
、
障
が
い

者
が
自
立
し
社
会
参
加
を
す

る
た
め
に
は
虐
待
を
防
止
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
予
防
・
早
期
発
見
・

支
援
等
を
促
進
す
る
こ
と

で
、
障
が
い
者
の
権
利
と
利

益
を
擁
護
す
る
こ
と
を
目
的

に
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
法
律

に
よ
る
虐
待
と
は
、
家
族
や

施
設
の
職
員
、
会
社
等
の
使

用
者
か
ら
受
け
る
虐
待
を
指

障
害
者
虐
待
防
止
法

交
流
・
文
化
施
設

市
道
の
整
備

一
般
質
問
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人
、
療
養
休
暇
が
60
人
あ
っ

た
。
給
食
セ
ン
タ
ー
や
産
婦

人
科
病
院
に
勤
務
す
る
職
員

に
つ
い
て
比
較
的
高
い
傾
向

が
見
ら
れ
る
。

上
田
市
の
職
員
に
対

す
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
推
進
へ
の
取
り
組
み
状
況

は
ど
う
か
。

（
山
本
総
務
部
長
）

「
安
全
衛
生
管
理
基

本
方
針
」
を
策
定
し
、
相
談

体
制
の
整
備
や
保
健
師
・
産

業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
会
の

開
催
等
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
健
康
診
断
に
合
わ
せ
た

健
康
調
査
も
実
施
し
て
お

り
、
メ
ン
タ
ル
不
調
が
み
ら

れ
た
場
合
は
、
専
門
家
に
よ

る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
ほ

か
、
時
間
外
勤
務
の
制
限
や

職
務
分
担
の
変
更
等
を
行
っ

て
い
る
。

　

運
行
さ
せ
、
利
便
性
の
向
上

を
図
っ
て
き
た
が
、
施
設
の

老
朽
化
や
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

の
低
下
が
影
響
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。

運
営
費
用
か
ら
算
出

す
る
と
利
用
者
一
人

一
回
当
た
り
の
費
用
は
千
円

を
超
え
る
所
も
あ
る
。
将
来

的
に
は
事
業
を
集
約
し
、
よ

り
重
要
度
の
高
い
施
策
に
予

算
を
使
う
べ
き
だ
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

（
清
水
健
康
福
祉
部

長
）
高
齢
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
施
策
の

重
要
な
拠
点
と
し
て
位
置
づ

け
、
現
在
の
施
設
を
維
持
し

な
が
ら
、
新
た
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
よ
う
施
設
の
あ

り
方
や
整
備
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

新
生
上
田
市
に
な
っ

て
か
ら
、
心
の
病
が

原
因
で
休
職
や
療
養
休
暇
を

取
得
し
た
職
員
の
数
は
ど
の

く
ら
い
な
の
か
。

（
山
本
総
務
部
長
）

５
年
間
で
休
職
が
32

小
林　

隆
利　
議
員

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
田
）

耐
震
補
強
が
必
要
と

さ
れ
た
自
治
会
の
共

同
集
会
施
設
整
備
へ
の
補
助

制
度
の
見
直
し
を
ど
の
よ
う

に
検
討
し
て
い
る
の
か
。

（
宮
川
政
策
企
画
局

長
）
共
同
集
会
施
設

の
耐
震
補
強
工
事
に
つ
い

て
、「
過
去
５
年
の
間
に
補

助
金
の
交
付
を
受
け
て
い
な

い
こ
と
」
と
い
う
制
約
を
撤

廃
す
る
。
ま
た
、
新
た
な
補

助
金
の
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て

「
耐
震
補
強
工
事
」
を
追
加

し
、

500
万
円
と
し
て
い
る
補

助
限
度
額
を
耐
震
補
強
工
事

の
場
合
、
１
０
０
０
万
円
ま

で
引
き
上
げ
る
。
補
助
率
に

つ
い
て
は
50
％
と
し
、

100
世

帯
以
下
の
小
規
模
自
治
会
に

配
慮
し
、
最
大
で
60
世
帯
以

下
は
75
％
に
し
た
い
。

広
域
避
難
場
所
と

な
っ
て
い
る
学
校
施

設
の
耐
震
化
計
画
は
ど
う

か
。

（
武
井
教
育
次
長
）

老
朽
化
が
進
み
改
築

を
予
定
し
て
い
る
学
校
施
設

に
つ
い
て
は
、
今
年
度
改
築

中
の
清
明
小
学
校
の
屋
内
運

動
場
を
除
く
と
、
東
塩
田
小

学
校
の
屋
内
運
動
場
を
含
め

た
６
校
16
棟
が
耐
震
化
が
必

要
な
施
設
で
あ
る
。
実
施
計

画
に
位
置
づ
け
計
画
的
に
整

備
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

三
才
山
及
び
平
井
寺

ト
ン
ネ
ル
の
無
料
化

が
早
ま
る
可
能
性
は
な
い

か
。

（
清
水
都
市
建
設
部

長
）
北
陸
新
幹
線
の

金
沢
延
伸
を
見
据
え
た
と

き
、
松
本
上
田
間
の
時
間
短

縮
を
図
る
方
策
と
し
て
、
三

才
山
及
び
平
井
寺
ト
ン
ネ
ル

防
災
対
策

の
早
期
無
料
化
は
重
要
課
題

で
あ
る
。
ま
た
、
両
ト
ン
ネ

ル
は
通
勤
・
通
学
道
路
、
信

大
病
院
や
鹿
教
湯
病
院
へ
の

通
院
な
ど
生
活
道
路
で
あ

り
、
早
期
無
料
化
は
必
要
で

あ
る
。
無
料
化
の
時
期
が
早

ま
る
可
能
性
に
つ
い
て
は
、

現
段
階
で
は
か
な
り
厳
し
い

が
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え

て
早
期
無
料
化
を
要
望
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
今
後
、
無

料
化
ま
で
の
負
担
軽
減
に
つ

い
て
は
、
松
本
市
と
足
並
み

を
そ
ろ
え
、
県
に
要
望
し
て

い
き
た
い
。

要
望
に
対
す
る
最
近

の
傾
向
は
ど
う
か
。

（
清
水
都
市
建
設
部

長
）
毎
年
全
体
で
約

１
５
０
０
件
と
な
っ
て
お

り
、
最
近
の
傾
向
と
し
て

は
、
水
害
対
策
の
た
め
の
排

水
路
整
備
や
老
朽
化
し
た
道

路
施
設
の
要
望
が
多
く
な
っ

て
い
る
。　
　
　
　
　

 

道
水
路
等
地
元
要
望

の
実
態

道
路
網
整
備

一
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土
屋　

勝
浩　
議
員（

新
生
会
）

各
セ
ン
タ
ー
の
老
朽

化
の
現
状
と
近
年
の

利
用
者
数
の
推
移
は
ど
う

か
。

（
清
水
健
康
福
祉
部

長
）
ど
の
施
設
も
昭

和
55
年
前
後
に
建
設
さ
れ
て

お
り
、
特
に
、
浴
室
関
係
を

中
心
に
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
。ま
た
、利
用
者
数
は
年
々

減
少
傾
向
に
あ
り
、
近
年
は

年
間
10
万
人
を
切
る
と
い
う

状
況
で
あ
る
。

利
用
者
数
の
減
少
の　

主
な
原
因
は
何
か
。

ま
た
、
増
や
そ
う
と
す
る
努

力
は
し
て
き
た
の
か
。

（
清
水
健
康
福
祉
部

長
）
送
迎
バ
ス
等
を

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス　

一
般
質
問
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実
習
の
受
け
入
れ
は
、
そ
の

年
の
学
校
の
体
制
や
実
習
希

望
者
数
な
ど
に
よ
り
、
そ
の

都
度
検
討
す
る
。
ま
た
、
特

別
支
援
教
育
に
関
心
を
持

ち
、
将
来
の
進
路
に
つ
な
げ

た
い
学
生
に
対
し
て
は
、
学

習
支
援
・
特
別
支
援
教
育
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協
力

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
働
き

か
け
て
い
く
。

ぷ
れ
ジ
ョ
ブ
に
つ
い

て
、
市
施
設
で
の
職

場
体
験
の
協
力
や
運
営
経
費

へ
の
支
援
の
考
え
は
。

（
小
山
教
育
長
）
教

育
委
員
会
の
施
設
、

職
場
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も

た
ち
の
要
望
が
あ
れ
ば
協
力

す
る
。
運
営
経
費
に
つ
い
て

は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
保
険
費

用
な
ど
を
中
心
に
、
今
後
相

談
に
応
じ
た
い
。

た
め
の
、
い
ま
ま
で
の
取
り

組
み
は
。（

武
井
教
育
次
長
）

特
に
資
格
や
経
験
は

必
要
な
い
。
ま
た
、
小
学
校

低
学
年
の
児
童
対
象
の
学
習

や
生
活
面
の
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
平
成
22
年
か
ら
募

集
し
本
年
度
は
小
学
校
12
校

に
16
人
配
置
し
て
い
る
。

長
野
大
学
の
教
員
養

成
特
別
コ
ー
ス
で
は

特
別
支
援
学
校
教
諭
の
免
許

が
取
得
で
き
、
多
く
の
卒
業

生
が
教
員
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
。
国
は
教
員
養
成
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
教
育
実
習

を
大
学
所
在
地
周
辺
で
勧
め

た
り
、
学
習
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
教
育
実
習
以
外

の
学
校
と
の
関
わ
り
を
重
視

し
て
い
る
が
、
教
育
実
習
や

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

地
元
大
学
の
学
生
を
積
極
的

に
受
け
入
れ
る
考
え
は
な
い

か
。

（
小
山
教
育
長
） 

地

元
の
大
学
生
の
教
育

容
に
基
づ
い
て
ニ
ー
ズ
調
査

を
実
施
す
る
。
ま
た
、
保
護

者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
る
た
め
、
特
別
保
育
の
延

長
保
育
料
や
一
時
預
か
り
に

つ
い
て
料
金
体
系
の
見
直
し

の
検
討
を
進
め
て
い
る
。
保

育
士
の
確
保
に
は
非
常
に
苦

慮
し
て
い
る
が
、
県
内
他
市

と
も
連
携
し
な
が
ら
保
育
士

の
処
遇
改
善
、
人
材
育
成
に

向
け
た
制
度
の
充
実
な
ど
国

や
県
等
へ
要
望
し
て
い
き
た

い
し
、
有
資
格
者
の
再
就
職

支
援
も
進
め
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
認
可
外
保
育
施
設
の

補
助
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に

児
童
の
処
遇
向
上
を
図
る
た

め
に
補
助
制
度
の
充
実
に
努

め
て
い
く
。

い
財
政
運
営
が
強
い
ら
れ

る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
補

助
制
度
の
活
用
な
ど
可
能
な

限
り
特
定
財
源
の
確
保
に
努

め
る
と
と
も
に
、
積
極
的
な

収
納
対
策
を
進
め
る
な
ど
、

第
二
次
上
田
市
行
財
政
改
革

大
綱
を
踏
ま
え
、
歳
入
歳
出

両
面
に
わ
た
る
改
革
に
取
り

組
む
。

子
ど
も
・
子
育
て
関

連
３
法
の
成
立
に
伴

い
、
地
方
版
子
ど
も
・
子
育

て
会
議
の
設
置
と
事
業
計
画

策
定
に
向
け
た
子
育
て
支
援

に
関
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
の
実

施
に
つ
い
て
の
考
え
は
。
ま

た
、
各
種
団
体
か
ら
の
要
望

の
中
で
、
保
育
料
の
軽
減
と

保
育
士
の
人
材
確
保
、
そ
の

他
の
要
望
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

（
田
口
こ
ど
も
未
来

部
長
）
平
成
25
年
度

中
に
（
仮
称
）
上
田
市
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
を
設
置

し
、
地
域
の
実
情
を
加
味
し

な
が
ら
国
か
ら
示
さ
れ
る
内

池
上　

喜
美
子　
議
員

（
公
明
党
）

基
本
的
な
考
え
方
と

財
政
・
税
収
の
見
通

し
、
財
源
確
保
と
歳
出
抑
制

の
取
り
組
み
は
。

（
井
上
財
政
部
長
）

第
一
次
総
合
計
画
の

推
進
、
定
住
自
立
圏
構
想
へ

の
取
り
組
み
、
健
全
財
政
の

堅
持
の
３
点
の
基
本
的
な
考

え
の
も
と
、
８
項
目
の
重
点

分
野
を
掲
げ
、
そ
の
実
現
の

た
め
の
事
業
に
財
源
の
配
分

を
行
う
。
厳
し
い
経
済
状
況

や
雇
用
情
勢
の
中
、
個
人
市

民
税
、
法
人
市
民
税
、
固
定

資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
の

減
収
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
の
地
方
交
付
税
の

動
向
も
あ
る
が
、
大
変
厳
し

来
年
度
の
予
算
編
成

子
育
て
環
境
の
整
備

一
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半
田　

大
介　
議
員（

公
明
党
）

市
内
小
中
学
校
の
児

童
・
生
徒
に
対
し
て

地
域
や
外
部
の
方
の
さ
ら
な

る
支
援
、
協
力
に
つ
い
て
市

の
考
え
は
。

（
武
井
教
育
次
長
）

地
域
や
学
校
外
部
か

ら
の
支
援
や
協
力
は
今
後
さ

ら
に
必
要
に
な
る
。
特
に
発

達
障
害
と
診
断
さ
れ
た
児

童
・
生
徒
が
ふ
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
さ
ら
に
地
域
の
協

力
が
必
要
で
あ
る
。

学
校
内
で
地
域
や
外

部
の
方
々
が
特
別
支

援
・
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
を
行
う
場
合
、
特
別

な
資
格
や
経
験
が
必
要
か
。

ま
た
、
協
力
し
て
い
た
だ
く

学
校
と
地
域
社
会

小
中
学
生
の
職
場
体
験

上
田
市
と
大
学
と
の
連
携

一
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昨年 11月に長野大学で開催
されたぷれジョブ講演会

ぷれジョブ  主に小中学校の障害を持つ児童・生徒が、職場まで送り迎えを行う地域のボランティアサポーターが付き添いながら、地元の会社やお店など職場を１週間に１回、１時間仕事の体験
　　　　　　をする。
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（
清
水
都
市
建
設
部

長
）
現
在
、
長
野
県

で
は
都
市
計
画
法
に
基
づ

き
、
上
田
都
市
計
画
区
域
と

丸
子
都
市
計
画
区
域
を
統
合

し
、
新
し
い
上
田
都
市
計
画

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策

定
を
進
め
て
い
る
。
上
田
、

丸
子
の
都
市
計
画
区
域
の
統

合
を
含
め
た
新
た
な
都
市
計

画
区
域
に
つ
い
て
は
、
将
来

の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
と

今
後
の
具
体
的
な
土
地
利
用

の
あ
り
方
や
都
市
基
盤
整
備

の
方
針
を
明
確
に
し
て
い
く

た
め
の
課
題
等
を
整
理
し
、

地
域
の
皆
様
と
十
分
な
協
議

を
重
ね
な
が
ら
慎
重
に
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

雲
渓
荘
や
鹿
月
荘
に

全
国
か
ら
誘
客
を
す

る
た
め
の
施
策
と
し
て
、

美
ヶ
原
高
原
や
ビ
ー
ナ
ス
ラ

イ
ン
、
あ
る
い
は
高
原
美
術

館
な
ど
の
紹
介
を
含
め
た
民

放
テ
レ
ビ
放
映
を
す
る
よ
う

な
企
画
は
で
き
な
い
も
の

か
。

め
、
生
産
コ
ス
ト
の
縮
減
を

図
り
な
が
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
へ
の
条
件
を
整
え
た

い
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
関
連
分
野
に
お

い
て
上
田
市
内
で
開
発
さ
れ

た
製
品
や
シ
ス
テ
ム
を
積
極

的
に
導
入
す
る
考
え
は
あ
る

の
か
。

（
金
子
商
工
観
光
部

長
）
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
分
野
に
つ
い
て
は
、

今
後
成
長
が
見
込
ま
れ
、
上

田
は
多
く
の
加
工
組
み
立
て

産
業
が
集
積
し
て
い
る
地
域

で
あ
る
。
市
内
の
多
く
の
製

造
業
の
皆
さ
ん
が
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
参
入
し

製
品
を
出
荷
い
た
だ
く
よ

う
、
企
業
の
支
援
に
力
を
入

れ
て
い
く
。

松
山　

賢
太
郎　
議
員

（
新
生
会
）

「
環
境
未
来
都
市
う

え
だ
」
実
現
の
決
意

は
。

（
母
袋
市
長
）
地
球

温
暖
化
問
題
の
対
応

は
次
世
代
に
対
す
る
私
た
ち

の
責
務
で
あ
り
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
は
地
域

の
自
然
環
境
、
経
済
活
動
等

の
特
性
を
踏
ま
え
、
市
民
、

民
間
企
業
と
と
も
に
高
い
理

念
に
向
け
た
息
の
長
い
、
た

ゆ
み
な
い
努
力
に
よ
り
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助

制
度
を
企
業
な
ど
の
事
務
所

ま
で
拡
大
し
、
市
有
の
遊
休

地
を
活
用
し
て
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
発
電
を
丸
子
地
区
で
検

討
、
ま
た
染
屋
の
浄
水
場
施

設
に
小
水
力
発
電
の
導
入
を

計
画
を
し
て
い
る
。
地
域
全

体
の
意
識
を
高
め
つ
つ
全
力

で
取
り
組
み
、
一
つ
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
的
な
動
き
を
創

発
し
た
い
。
上
田
市
は
、「
環

境
未
来
都
市
う
え
だ
」
の
実

現
を
本
気
で
目
指
し
て
い
き

た
い
。

山
林
資
源
の
有
効
活

用
を
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。（

峰
村
農
林
部
長
）

木
材
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

活
用
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
山

に
放
置
さ
れ
て
き
た
未
利
用

間
伐
材
に
対
し
て
も
、
資
源

と
し
て
新
た
な
経
済
的
な
価

値
を
生
み
出
し
活
用
す
る
こ

と
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
や

森
林
林
業
の
活
性
化
な
ど
の

面
か
ら
も
有
効
な
手
段
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
間

伐
材
な
ど
の
林
地
残
材
を

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
と
し
て
活

用
し
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

や
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
の
普
及

を
推
進
す
る
。
間
伐
、
道
路

網
整
備
等
の
森
林
整
備
を
進

一
般
質
問

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
よ
る
地
域
活
性
化

（
伊
藤
武
石
地
域
自

治
セ
ン
タ
ー
長
）
テ

レ
ビ
放
映
に
よ
る
観
光
Ｐ
Ｒ

は
大
き
な
効
果
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。今
後
は
、美
ヶ

原
高
原
の
開
花
情
報
、
紅
葉

情
報
、
宿
泊
施
設
の
情
報
等

の
観
光
情
報
に
つ
い
て
、
年

間
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
媒

体
、
各
メ
デ
ィ
ア
を
利
用

し
、
雲
渓
荘
や
鹿
月
荘
を
含

め
た
美
ヶ
原
高
原
一
体
の
Ｐ

Ｒ
と
誘
客
に
つ
な
が
る
効
果

的
な
情
報
発
信
に
努
め
て
い

き
た
い
。　

下
村　

栄　
議
員

（
新
生
会
）

新
た
な
歳
入
の
確
保

と
し
て
、
都
市
計
画

税
に
つ
い
て
伺
う
。
都
市
計

画
税
に
つ
い
て
は
、
合
併
協

議
の
中
で
平
成
16
年
８
月
に

税
率
と
課
税
範
囲
は
現
行
の

ま
ま
と
す
る
と
の
確
認
が
さ

れ
、
ま
た
合
併
協
定
書
に
も

同
文
が
明
記
さ
れ
今
日
に

至
っ
て
い
る
が
、
合
併
か
ら

10
年
、
15
年
と
い
う
年
月
が

経
過
す
る
中
に
お
い
て
、
ま

た
同
じ
市
民
と
し
て
の
公
平

性
か
ら
も
全
市
域
へ
の
拡
大

を
図
る
べ
き
だ
と
い
う
市
民

の
意
見
も
あ
り
、
私
も
同
様

に
考
え
て
い
る
。
現
段
階
に

お
け
る
市
の
見
解
は
。

一
般
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長
期
的
に
捉
え
た

行
財
政
運
営

雲
渓
荘
や
鹿
月
荘

の
誘
客
対
策
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的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

大
人
の
発
達
障
害
に

つ
い
て
、
市
や
県
の

支
援
体
制
や
対
策
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

（
清
水
健
康
福
祉
部

長
）
18
歳
以
上
の
発

達
障
害
者
の
支
援
も
含
め
た

体
制
づ
く
り
を
上
田
地
域
定

住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
の

中
で
取
り
組
む
。
福
祉
施
策

と
し
て
は
、
障
害
者
自
立
支

援
法
の
制
度
改
正
に
よ
り
、

発
達
障
害
の
方
も
障
害
者
自

立
支
援
法
の
対
象
と
な
り
、

平
成
22
年
度
か
ら
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
が
可
能
と
な
っ

て
い
る
。

・ 

小
型
家
電
の
回
収

堀　

善
三
郎　
議
員（

公
明
党
）

市
内
に
お
け
る
ひ
き

こ
も
り
、
ニ
ー
ト
の

子
供
、
若
者
の
現
状
は
ど
う

か
。

（
清
水
健
康
福
祉
部

長
）
内
閣
府
の
調
査

に
よ
る
と
、
15
歳
か
ら
30
歳

の
1.79
％
が
ひ
き
こ
も
り
と
推

計
さ
れ
、
上
田
市
に
当
て
は

め
る
と
約

740
人
が
該
当
す
る

と
推
計
さ
れ
る
。
相
談
件
数

は
平
成
23
年
度
で

180
件
あ
っ

た
。

ひ
き
こ
も
り
、
ニ
ー

ト
対
策
の
取
り
組
み

状
況
は
。（

清
水
健
康
福
祉
部

長
）
ひ
き
こ
も
り
者

に
対
し
段
階
を
踏
ん
だ
社
会

参
加
を
促
す
た
め
、
家
庭
と

社
会
の
中
間
的
な
居
場
所
の

提
供
と
対
人
関
係
の
回
復
を

目
的
と
し
た
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ

広
場
を
平
成
15
年
か
ら
開
催

し
て
い
る
。

（
金
子
商
工
観
光
部

長
）
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
と
連
携
し
、
若

者
就
業
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、

国
の
委
託
事
業
対
象
外
と

な
っ
て
い
る
臨
床
心
理
士
に

よ
る
若
者
へ
の
相
談
業
務
及

び
保
護
者
へ
の
個
別
相
談
業

務
を
当
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
へ
委
託
す
る
な
ど
若

者
の
就
職
支
援
を
行
う
と
と

も
に
、
情
報
交
換
、
事
業
連

携
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
、
訪

問
支
援
の
実
施
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

（
清
水
健
康
福
祉
部

長
）
子
供
、
若
者
が

社
会
生
活
を
円
滑
に
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
支
援
と
し
て
の
訪
問
支

援
は
、
非
常
に
重
要
な
対
応

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
今

後
も
関
係
機
関
と
の
連
携
を

密
に
す
る
中
で
、
よ
り
積
極

青
少
年
の
育
成

大
人
の
発
達
障
害

そ
の
他
の
質
問
項
目

一
般
質
問

金
井　

忠
一　
議
員

（
日
本
共
産
党
）

「
新
た
な
提
案
」
が

う
ま
く
い
か
な
か
っ

た
場
合
に
は
、
こ
れ
ま
で

絞
っ
て
き
た
候
補
地
２
カ
所

の
う
ち
１
カ
所
を
候
補
地
と

し
て
、
資
源
循
環
型
施
設
を

建
設
す
る
と
理
解
し
て
よ
い

か
。

(

母
袋
市
長)

上
田

地
区
の
２
地
区
に
つ

い
て
は
、
候
補
地
の
住
民
の

皆
様
と
の
十
分
な
説
明
の
機

会
を
持
て
ず
、
地
元
と
の
合

意
形
成
の
判
断
が
で
き
な
い

こ
と
か
ら
、
広
域
連
合
と
し

て
さ
ら
な
る
適
地
の
絞
り
込

み
に
至
ら
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
、
応
募
い
た
だ
い
た

候
補
地
を
断
念
し
た
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。

「
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
」
の
リ
ー

ダ
ー
は
な
ぜ
上
田
市
の
ト
ッ

プ
の
母
袋
市
長
で
な
く
、
石

黒
副
市
長
が
就
任
し
た
の

か
。

(

石
黒
副
市
長)

重

要
課
題
や
部
局
を
超

え
て
の
対
応
事
項
に
つ
い
て

は
、｢

庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム｣

を
つ
く
っ
て
庁
内

一
丸
と
な
り
取
り
組
む
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
上
田
市
に

と
っ
て
も
重
要
な
課
題
の
一

つ
で
あ
る
資
源
循
環
型
施
設

建
設
の
リ
ー
ダ
ー
を
、
市
長

か
ら
命
ぜ
ら
れ
た
。

上
田
地
域
広
域
連
合

長
で
あ
る
上
田
市
長

が
、
上
田
市
に
対
し
て
事
態

打
開
の
た
め
に
協
力
を
要
請

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
上

田
市
の
母
袋
市
長
は
な
ぜ

「
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」
の
リ
ー
ダ
ー
、
責
任
者

に
な
ら
な
い
の
か
。

資
源
循
環
型
施
設(

統

合
ご
み
処
理
施
設)

建

設
に
お
け
る
市
長
の
政

治
姿
勢

（
母
袋
市
長
）
私
の

役
目
は
方
向
性
を
示

す
こ
と
。
す
り
合
わ
せ
を
す

る
中
で
、
間
違
い
が
あ
れ
ば

正
す
こ
と
と
思
っ
て
い
る
。

す
り
合
わ
せ
の
た
び
に
私
も

会
議
に
参
加
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
報
告
を
受
け
意
見
を

し
、
指
示
を
し
て
き
た
。

市
長
の
答
弁
は
説
得

力
に
欠
け
る
。
言
葉

だ
け
で
は
住
民
の
心
を
動
か

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ト
ッ

プ
と
し
て
の
覚
悟
が
感
じ
ら

れ
な
い
。（

母
袋
市
長
）
現
状

の
ま
ま
進
め
て
い

く
。
大
変
な
誤
認
識
を
さ
れ

て
お
ら
れ
る
と
思
っ
て
い

る
。
必
要
に
応
じ
て
決
断

し
、
そ
し
て
実
行
す
る
。　

一
般
質
問
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べ
き
で
は
な
い
か
。

（
井
上
財
政
部
長
）

市
が
保
有
す
る
遊
休

地
を
利
活
用
し
た
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
事
業
の
実
施
に
向
け
て

準
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
屋
根
貸
し
事

業
に
つ
い
て
は
先
進
事
例
を

参
考
に
し
な
が
ら
検
討
し
た

い
。

電
気
料
金
が
上
が
る

中
、
市
民
フ
ァ
ン
ド

を
立
ち
上
げ
て
、
太
陽
光
パ

ネ
ル
を
設
置
で
き
な
い
家
庭

に
も
運
用
益
を
取
れ
る
よ
う

な
仕
組
み
を
提
案
す
る
が
ど

う
か
。

（
鈴
木
市
民
生
活
部

長
）
市
民
フ
ァ
ン
ド

自
体
は
投
資
対
象
の
一
つ
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思

う
の
で
、
基
本
的
に
は
民
間

主
導
で
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

上
田
市
の
施
設
へ
の

設
置
単
価
は
な
ぜ
一

般
家
庭
や
民
間
施
設
の
よ
う

に
下
が
ら
な
い
の
か
。

（
清
水
都
市
建
設
部

長
）
受
電
設
備
ま
で

100
ｍ
を
超
え
る
電
気
ケ
ー
ブ

ル
を
配
線
す
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
多
く
の
附
属
機

器
は
受
注
生
産
と
な
る
た

め
、
汎
用
性
の
あ
る
も
の
に

比
べ
設
置
単
価
は
高
く
な

る
。

公
共
の
避
難
施
設
に

は
太
陽
電
池
か
ら
の

自
立
電
源
が
確
保
で
き
て
い

な
い
。
早
急
に
設
備
す
る
こ

と
を
提
案
す
る
が
ど
う
か
。

（
山
本
総
務
部
長
）

設
備
の
更
新
に
合
わ

せ
て
導
入
を
検
討
し
た
い
。

ま
た
、
今
年
度
発
注
の
清
明

小
学
校
屋
内
運
動
場
と
「
上

田　

道
と
川
の
駅
」
の
２
施

設
に
は
、
太
陽
光
発
電
を
利

用
し
た
自
立
電
源
を
確
保
す

る
予
定
で
あ
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
全
量
買
い
取

り
制
度
を
前
提
と
す
る
屋
根

貸
し
事
業
の
検
討
を
始
め
る

池
田　

総
一
郎　
議
員

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
田
）

家
庭
用
太
陽
光
パ
ネ

ル
の
設
置
単
価
と
設

置
件
数
の
推
移
は
ど
う
か
。

（
鈴
木
市
民
生
活
部

長
）
平
成
15
年
度
に

は
１
kw
当
た
り
76
万
円
だ
っ

た
設
置
単
価
は
、
平
成
24
年

度
は
52
万
円
ま
で
下
落
し
て

い
る
。
件
数
は
平
成
21
年
度

は
118
件
だ
っ
た
が
、
平
成
23

年
度
は

648
件
に
伸
び
た
。

上
田
市
の
施
設
へ
の

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設

置
単
価
は
ど
の
く
ら
い
か
。

（
清
水
都
市
建
設
部

長
）
平
成
14
年
度
か

ら
平
成
23
年
度
に
お
い
て
12

件
の
実
績
が
あ
り
、
平
均
約

94
万
円
で
あ
る
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

一
般
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12月定例会　請願・陳情の審査結果
請　願

陳　情

件　名 提　出　者 審査結果

件　名 提　出　者 審査結果

上田市立中塩田小学校屋内運動場の早期改築を求め
る請願   

中塩田地区自治会連合会　会長 神津貞良氏ほか 2 人
( 紹介議員　池田総一郎議員、半田大介議員）

育児休業中の未満児継続入所等に関する陳情 上田市私立保育園協会　代表者 児玉秀樹氏

安心できる介護保険制度の実現を求める陳情 長野県医療労働組合連合会　執行委員長 小林吟子氏

安全・安心の医療・介護実現のための夜勤改善・大
幅増員を求める陳情

国立病院と地域医療の充実を求める陳情

次回の 3 月定例会で審議・審査する請願・陳情の提出期限は 2 月 26 日（火）の午後 3 時です。

長野県医療労働組合連合会　執行委員長 小林吟子氏

全日本国立医療労働組合信州上田医療センター支部　
支部長 永井智恵子氏

継続審査

不採択

不採択

採　択

趣旨採択

塩田地域自治センターに設置されている
10ｋｗの太陽光発電
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議会報告＆意見交換会特集
いただいたご意見などの紹介

10 月 23日丸子文化会館

　 昨 年 10 月 23 日（ 火 ） か ら 27 日（ 土 ） ま で の ５

日間、上田市議会として昨年度に引き続き２回目とな

る議会報告会（今回の名称は議会報告＆意見交換会）

を、 市 内 ９ 会 場 に お い て 開 催 し ま し た。 前 回 よ り ２

人 多 い 430 人 の 皆 様 に ご 参 加 い た だ き、 特 に 女 性 の

方 の 参 加 者 は 前 回 よ り 約 1.6 倍、20 代 か ら 30 代 の

参加者は約 5.5 倍に増え、多様なご意見をいただくこ

と が で き ま し た。 会 場 ご と の 参 加 者 数 は １ 月 １ 日 発

行の議会だより第 37 号でお知らせしたとおりです。 

　今号では、参加者の皆様にご記入いただいたアンケート

の結果や、会場で出されたご意見やご質問、それに対する

議員からの回答についてご紹介します。　

Q7 議会だよりで知りたい情報は何ですか。 Q8 その他の感想やご意見
・各議員の議案に対する賛否

・審議や審査の過程

・行政視察、調査研究、普段の議員活動の詳細な内容

・議会報告会でのやりとり

・議会でのやりとりの詳細

・医療、財政等市政の現状や今後の展開

・議会活動が身近に感じられるよい機会だった。

・今後も議会報告会を継続してほしい。より頻繁に開催を。

・ 議案や請願に対して各議員がどのような意見を述べたのか知

りたい。

・議会基本条例制定に向けては市民意見をとり入れてほしい。

・情報公開をもっと進めるべき。

・行政への要望（消防団員の確保、医療体制の充実、空き家・

         空き地対策等）

アンケート結果 参加者合計 430人中 408人の方からご回答いただきました。（回答率 94%）

Q1 あなたの性別は？

男 82%

女 16%

無回答 2%
20〜
30代
12%

Q2 あなたの年齢は？

40 代 9%

50代 20%
60代 39%

70代以上
19%

無回答 1%

Q3 議会報告会の開催を
　　何で知りましたか？

議会だより
25%

ホーム
ページ
2%

新聞など
7%自治会

28%

議員から
19%

その他
19%

Q4-1 議会からの報告の
　　　 説明時間

よい
79%

短い
14%

長い 7%

Q4-2 議会からの報告の 
　　　 説明内容

Q5 意見交換の時間は？ Q6「議会だより」は
　　 読みますか。

わかりやすい
45%

わかりにくい
17%

どちらとも言えない
38%

Q4-3 議会からの報告の 
　　　 説明資料の量

よい
64%

もう少しほしい
33%

多い 3%

よい
75%

長い
9%

短い
16% すべて読む

23%

興味のあるところだけ読む
65%

ほとんど
読まない
12%
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地域医療充実に関して、市にどのような働きかけをしているか。
医師会などと懇談して要望を聞き、行政につなげている。
傾聴ボランティアをしており、独居高齢者や施設で喜ばれている。
上田市として傾聴ボランティアを養成してもらいたい。
調査を進めながらよい方向にしたい。
上田市の消防署では一般市民対象の「応急手当普及員」の資格取
得の講習会をしておらず、東御市で取った。市内でも取得できる
ようにしてほしい。
環境建設委員会として、委員会質疑の際に取り上げ、働きかけて
いきたい。
10 年ほど前の調査で、上田市の文化意識は全国で下から２番目と
いうことだった。文化の発信拠点としての交流・文化施設に期待
しているが現状は。
本年８月に着工して建設が始まっている。完成後の管理運営が大
事なので、総務文教委員会で、積極的に提言していく予定である。

議会からの報告内容と意見交換の紹介
【議会からの報告内容】
　議会からの報告は、総務文教委員会、産業水道委員会、厚生委員会、
環境建設委員会、議会運営委員会、議会機能強化特別委員会が以下
の 1 〜 5 の資料を作成し、所属する委員からそれぞれ報告しました。
１ 委員会の構成、役割・仕事の内容
２ 昨年度の議会報告会についての結果報告
３ 委員会が取り組んできた主な事項
４ 委員会が取り組んでいる調査・研究事項
５ まとめ

西部公民館

　アンケートの記入をお願いした後、報告内容のほか議会全般や市政に関することについて意見交換を行いました。
会場で行われた意見交換の主なものを会場ごとにご紹介します。

ごみ焼却施設建設について、広域連合で話が進まないのなら一番
ごみを出している上田市が行ったらどうか。
議会として建設候補地へ話を聞きに行きたい気持ちはあるが、手
順を踏んでいきたい。
空き家や住宅街にある荒れた畑などを条例で規制してもらいたい。
上田市にも空き地の環境保全に関する条例はある。空き家条例は
市も制定を考えているようだ。
ケーブルテレビでこの議会報告会を放映すれば、議会も一生懸命
やっていると市民もわかってよいのでは。
ありがたいご提案として、来年に向けて検討したい。
街なかに設置される真田十勇士像は、60cm の台座に 60cm の像
が乗る 120cm の小さいもので、わざわざ観光客は見に来ないので
はないか。
議会としても心配し、意見もした件である。どのようによいもの
ができるか、産業水道委員会としても注視していきたい。

中央公民館

議会の一般質問は一人 45 分だが、質問時間を長くすべきではない
か。また、休憩時間は適当か。
以前の 60分だった時と比較して、議員が質問している時間はほ
とんど変わっていない。理事者側の答弁が簡潔となり、わかりや
すくなった。今後もこれを継続したい。また、15分間の休憩は、
発言を確認しなければならないため、その都度時間をいただいて
いる。
消防団の定員割れが深刻である。定数の妥当性はどうか。団員確
保対策や手当等の待遇はどうか。
地域的なバランスも含め、市は定数について見直しを検討してい
る。団員確保については引き続き検討したい。団員手当について
は市から支給されている。
自然エネルギーを普及させるため、上田市や議会としてはどのよ
うに考えているのか。
市では家庭用太陽光発電の設置に年間 494件で約 4,600 万円の
補助を行っている。また、メタンガスの活用や廃油の利活用も進
めている。さらに、染屋浄水場の小水力発電や木質バイオマスを
活用した発電なども検討しており、議会もさらに研究を進めたい。
学校教育について、もっと現場の先生の声を聞いてほしい。
総務文教委員会では２年間で市内 36校全ての小中学校を訪問し
た。その結果、２年間で３億円の修繕予算を上積みすることがで
きた。今後も、積極的に学校関係者と懇談を行ってまいりたい。

委員会の行政視察の内容を詳しく説明してほしい。
上田市議会のホームページに委員会ごとの詳細な視察報告が掲載
されている。
上田原団地では、入居していない部屋の水洗化工事をしていた。
税金の無駄使いではないか。
実態を調査する。（※翌日調査したところ、「そのような事実はな
い」と住宅課から回答）
議員報酬について、どのように検討されているか。
特別職等報酬審議会に委ねている。
上田市はかつて「東信の雄」と言われたが、価値が下がったと感
じる。良い点を挙げてほしい。
交流・文化施設が今後の光となる。平成26年秋のオープンまで、
しばらく待ってほしい。

上田創造館上野が丘公民館

要望　グラウンドゴルフの常設グラウンドの設置を望む。

要望　広域避難場所の千曲高校は千曲川に近く、河床より低い。避難場

　　　所として適切か検討してほしい。

要望　川辺保育園周辺では、朝の送迎時に大変混雑する。実態の調査や
　　　駐車場の整備をしてほしい。
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上田城跡公園内の老朽化した体育施設などの整備はどのよう
な見通しか。
公園内の体育施設整備を新たに行っていくことについては、
文化庁からの指導もあり難しい状況である。
浦里小学校について、いままでの対応には大変感謝してい
る。次年度以降についてどうなっていくか、ＰＴＡや児童が
不安を持っている。　
浦里小学校の焼失については、議員全員が大変残念に思って
いる。９月議会においては 8,300 万円の応急の補正予算を
審議し可決した。今後については、市、教育委員会からの提
案を待って審議したい。
観光行政について、真田（大河ドラマ、十勇士像）では一過
性でお金は落ちないのではないか。上田市の特産物や遊休荒
廃地の利活用など、長い目で見た政策に議会で取り組んでほ
しい。
上田市には年間 430万人の観光客が来る。そのうち上田城
には 140万人。農業や特産物では、丸子の陣場地区におい
てワイン用のブドウ栽培などが現在盛んであり、今後は、農
業・商業・観光の連携も議会で考えていきたい。

川西公民館
地域交通に関して、買い物難民などの問題が出ている。議会
はどのような対応をしてきたのか。また、今後、どのような
対応しようと考えているのか。
先進地の視察を通じていろいろな取り組みを調査研究してい
る。上田市は平成24年度に運賃低減バス運行計画策定を業
務委託した。
公共交通活性化プランがあるのなら見せていただきたい。
プランは現在のところまだできていない。
空き家やごみ屋敷の問題に対して、市民はどこに相談したら
よいのか。
空き家、ごみ屋敷対策について条例化を含め、行政にも働き
かけたい。また、相談は生活環境課が窓口になる。
自然エネルギーへの取り組みについて、上田市ではどうなっ
ているか。
市では太陽光パネル設置に対して１kwh当たり 26,000 円
の補助を行うための予算を計上し、太陽光発電の普及に取り
組んでいる。また、染屋浄水場での小水力発電を計画してい
る。

塩田公民館

真田有線放送は貴重な農村文化である。加入率が下がってい
るが継続してもらいたい。
緊急連絡、自主番組制作など重要性は理解している。63.3%
の加入率であるが、議会として、意に添えるように審議して
いく。
交流・文化施設における館長などの選任、職員配置、管理運
営方法についての考えは。
総務文教委員会として、組織体制、管理運営体制などについ
て、12月に「提言」をまとめるために調査・検討している。
通年議会についてどう考えるか。
首長による専決処分が解消されるメリットの反面、行政が滞
るのではというデメリットもある。
議会基本条例の制定についての取り組みは。
議会機能強化特別委員会では、平成25年度中の条例制定に
向け、精力的に調査・研究している。

　意見交換やアンケートではたくさんの貴重な
ご意見をいただきました。議会及び議会報告会
に関することは今後の参考にさせていただきま
す。また、市政に関するご意見も出されました
が、主なものは昨年末に市長へ報告させていた
だきました。
　議会報告会は来年度以降も継続して開催する
予定です。次回もより多くの皆様のご参加をお
待ちしております。日程等決まりましたら、議
会だよりやホームページでご案内する予定で
す。

政務調査費の使途はどうなっているか。
市議会のホームページや議会広報に載せてある。上田市議会
では必ず領収書を添えて精算しているので、不適切な使用は
ない。
市が進めている地域内分権の第４ステージをどう考えるか。
第４ステージは、地域ごとに課長級の担当職員を置くことや
地域経営会議を設置する等の方針が示されている。市議会の
意見集約はしていない。
議員からの条例案の提出はあるか。
これまで、条例提出はできなかった。現在、議会機能強化特
別委員会で「議会基本条例」制定の取り組みを進めている。

上田市立産婦人科病院が開院した。依田窪地域を含めた市の
南側にも施設がほしいが、どうか。
依田窪地域の周産期医療体制はまだ整っていないが、まず
は、地域医療再生計画をもとに取り組んでいく。
議会基本条例はいつ頃できるのか。
議会機能強化特別委員会で集中審議をしている。来年のこの
場で皆さんから意見をいただけるよう進める。
請願・陳情の判断基準は。
請願・陳情の採択・不採択の結果は、議会だよりとホームペー
ジで公開している。審査は、願意が妥当か、実現性があるか
等を基準に行っている。
地域内分権の第４ステージについて議会としての取り組は。
今年の４月から第４ステージとして、地域経営会議の設置、
地域担当職員の配置等の取り組みが始まっている。議会の意
見の集約にはもう少し議論の時間が必要。

丸子文化会館

武石公民館

真田中央公民館

要望　きょうの配付資料は、短時間では読みきれない。事前に、
　　　自治センターに置いておくなど工夫をしてほしい。




